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◆2月中の異動状況

出生…18人 死亡……50人

転入…78人 転出…102人

世帯数 15,768（－19世帯）

男 16,676人（－…28人）

女 17,939人（－…28人）

総人口 34,615人（－56人）

（ ）内は前月比

人口の動き ２月₂₈日現在
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備前楷の木賞

　３月16日㈯、本年度創設さ

れた「第１回備前楷の木賞」

の表彰式が特別史跡旧閑谷学

校講堂で行われました。

【関連：２ページ】

2019 4

“まちづくりは人づくり”

　備前楷の木賞は、市ゆかりの個人または団体のうち、学びのまちづ
くりにおいて顕著な功績をあげたものに授与することで、その取り組
みに感謝し、今後の活躍を奨励するものです。

　

備前楷の木大賞・楷の木賞（芸術文化賞）

　熊
く ま

澤
ざ わ

蕃
ば ん

山
ざ ん

顕
け ん

彰
しょう

保
ほ

存
ぞ ん

会
か い

（伊里）（写真左）

　平成２年に蕃山逝去から300年の記念行事を機に設立。師の偉大な業績

を讃え、遺徳を後世に伝えると共に、遺跡の整備など文化振興に寄与。毎

年８月には偲ぶ会を開催し、師に関する講演を行っています。また、師ゆ

かりの地を訪問し交流と関係資料の収集などを通じて郷土愛の醸成と、師

および市の魅力向上が期待されます。

楷の木賞（地域貢献賞）

　伊
い ん

部
べ

区
く

有
ゆ う

林
り ん

管
か ん

理
り

会
か い

（伊部）（写真左から4人目）

　伊部地区所有の山林管理を通じて、伊部つながりの森で計画的な植栽を

行うなど、山林再生に向けた各種取り組みを行うことで、住民や子どもた

ちが森林と触れ合う機会を提供し、森林保全とその重要性における意識の

高揚に寄与されています。

　ボランティアロード・ユーサービス備前（伊里）（写真左から2人目）

　平成17年に当該団体を設立されて以来、企業や学校等も巻き込んで、国

道２号線のごみ拾い、のり面の雑木伐採、備前焼ハッピーちゃんの設置な

ど、道路空間をキレイにすることで備前市のイメージアップ、市民のボラ

ンティア精神の高揚に寄与されています。

楷の木賞（スポーツ賞）

　入
い り

江
え

　優
ゆ う

 さん（日生町寒河）（写真左から３人目）

　日生東小学校６年生からアーチェリー競技を始め、備前緑陽高校時代に

は全国制覇。大学でも学生王者となるなど、競技に積極的に取り組み、輝

かしい成績をあげる。2020年の東京オリンピック競技出場候補選手とな

り、後進の励みと郷土の発展に寄与されています。

問秘書広報課（☎64-1800）

第１回　備前楷の木賞　決定
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　国を挙げて人口減対策が叫ばれる中、本市では、第２次備前市総合計画の将

来像である「教育のまち備前」を柱に、子育て世代への支援の充実を図りつつ、

良知（生まれながらに持つ英知）、知行合一（学んだこと・計画したことを実

行する）を念頭に「市民主役のまちづくり」を行っているところであります。

　私は、人口減少そのものを一自治体の力で食い止めるのは難しいと考えてお

り、一時しのぎで人の取り合いに終始するのではなく、自分たちのまちを好き

だと思える人を増やしていくことが大事であるとの認識であります。それに

は、「身近なものに関心を持つことから始め、関心を持てば、興味がわき、そ

れがやがて好きになっていく」、地道ではありますが、そうした取り組みが結

果としては近道になると信じ、種をまいてまいりました。

　そうした中、この31年度では、その種を「芽吹かせ育てる年」にしたいと考

えております。中でも、クラウドファンディングで応援を募った備前焼をテー

マとする映画「ハルカの陶」がいよいよ公開となる予定であります。この映画

を通し、備前焼という本市が誇る宝の魅力を市民の皆様も再認識する機会になればと願っております。また、全国

から多くの参加者が見込まれる株式会社モンベルによるイベントの開催も地元の自然を見つめなおすきっかけになろう

かと思います。これらは一例ではありますが、あるものを活かし、そこから新しい魅力を芽吹かせる象徴的な事例であ

り、こうした事例を増やす1年にしてまいりたいと存じます。

　折しも、５月には新元号への改元が行われます。また、年内

には新庁舎の全容が見えてまいり、文字通り、新しい時代を迎

えることとなります。私自身、任期の折り返しに差し掛かり、

気持ちを新たに「絆」「夢」「感謝」の思いを大切にしながら、「海

とみどりと炎のまち～ひとが元気、笑顔あふれる～」という合

併時のまちづくりの基本理念と現状を再認識し、市政にまい進

する所存であります。

　市民の皆様の御理解と、より一層の御協力をお願いいたしま

して、31年度に向けての私の所信といたします。

田原隆雄市長は、２月定例議会の冒頭で

平成31年度の施政方針を発表しました。

内容を抜粋、要約してお知らせします。

 

就
学
前
の
教
育
・
保
育
等
の
充
実 

　

日
生
幼
稚
園
園
舎
の
増
改
築
に
よ
り
、
日
生
地
域
幼
保
一
体

型
施
設
を
整
備
し
、
２
０
２
０
年
４
月
の
開
園
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
就
園
児
数
の
増
加
を
受
け
、
手
狭
に
な
っ
て
い
る

香
登
認
定
こ
ど
も
園
の
園
舎
増
築
を
早
急
に
行
い
ま
す
。

 

小
・
中
学
校
教
育
の
充
実 

　

校
内
研
修
の
充
実
を
通
じ
た
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
を
活
用
し
た

分
か
る
授
業
づ
く
り
の
取
組
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
学
力
向
上

実
践
研
究
等
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
備
前

市
の
自
然
や
文
化
を
題
材
と
し
た
学
習
や
国
際
理
解
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

　

中
学
校
統
廃
合
の
在
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
計
画
の
作

成
に
向
け
て
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
を
進
め
ま
す
。

 

子
育
て
不
安
の
解
消 

　

子
ど
も
と
そ
の
家
庭
及
び
妊
産
婦
等
を
対
象
に
、
実
情
の
把

握
・
情
報
の
提
供
・
相
談
全
般
を
行
う
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
と
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
等
に
対
し
て
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的
に
運
営

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
対
し
、
総
合
的
に
相
談
支
援
を
行
え
る
よ
う
体
制
強
化
を
図

り
ま
す
。

 

高
校
教
育
に
お
け
る
柔
軟
な
学
び
の
場
の
提
供 

　

備
前
市
立
で
あ
る
片
上
高
等
学
校
に
お
い
て
、
就
労
す
る
力

や
人
間
関
係
づ
く
り
の
力
を
育
む
た
め
、
市
内
事
業
所
や
地
域

と
連
携
し
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
取
組
を
市
内
外
に
広
く
周
知
し
、
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
を
増

や
す
方
策
に
つ
い
て
引
き
続
き
、
魅
力
化
等
検
討
を
行
い
ま
す
。

 

生
涯
学
習
の
機
会
充
実 

　

備
前
ま
な
び
塾
＋
（
プ
ラ
ス
）
等
を
通
じ
、
大
人
に
よ
る
教

育
環
境
へ
の
参
画
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
奨
学
金
貸
付
制
度

並
び
に
定
住
促
進
返
還
支
援
制
度
の
広
報
活
動
等
、
周
知
に
努

め
ま
す
。
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市民のページ

 
公
民
館
・
図
書
館
機
能
の
充
実 

　

図
書
館
資
料
の
収
集
・
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
図

書
館
整
備
基
本
構
想
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
地
区
公
民
館
の
整
備
に
順
次
取
り
組
み
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進 

　

２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
気
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催
し
ま
す
。

 

人
権
問
題
の
解
決 

　

人
権
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
対
し
、「
良
知
」
の
考
え

を
基
本
に
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受

け
止
め
、
日
常
生
活
の
中
で
お
互
い
を
尊
重
し
あ
え
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
教
育
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

 

歴
史
文
化
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承 

　

２
０
２
０
年
は
旧
閑
谷
学
校
開
学
３
５
０
周
年
に
当
た

り
、
そ
の
翌
年
は
熊
沢
蕃
山
没
後
３
３
０
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
制
作
し
た
カ
ル

タ
を
活
用
し
「
論
語
カ
ル
タ
大
会
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
記

念
と
な
る
事
業
等
も
検
討
し
ま
す
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
地
域
活
動
の
支
援 

　

29
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
会
議
と
地
域
担

当
職
員
制
度
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
議
が
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
自
主
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
各
種
補
助
金

制
度
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
担
当
職
員
を
通
じ
た

行
政
か
ら
の
提
案
や
情
報
の
提
供
、
あ
わ
せ
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
、
要
望
を
一
早
く
市
役
所
へ
届
け
ら
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

 

国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
の
推
進 

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
レ
ア
＆
ギ
ル
バ
ー
ト
バ
レ
ー
町
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
メ
ン
ロ
ー
パ
ー
ク
市
へ
訪
問
団
を
派
遣

し
ま
す
。
韓
国
の
蔚
山
広
域
市
東
区
か
ら
は
訪
問
団
の
受
入

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
日
生
総
合
支
所
に
外
国
人
と
の
交
流

の
場
と
な
る
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

 

移
住
・
定
住
の
促
進 

　

若
年
者
新
築
住
宅
補
助
な
ど
の
各
種
住
宅
関
連
補
助
制
度

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

 

安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給 

　

坂
根
浄
水
場
へ
の
紫
外
線
処
理
施
設
の
導
入
、
三
石
第
一

加
圧
ポ
ン
プ
場
の
更
新
整
備
、
鹿
久
居
島
配
水
池
整
備
、
香

登
・
木
谷
地
区
で
の
基
幹
管
路
更
新
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

 

消
防
・
防
災
体
制
の
強
化 

　

自
主
防
災
組
織
結
成
の
促
進
、
育
成
強
化
や
避
難
訓
練
等

の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
的
な
災

害
情
報
や
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
等
を
迅
速
に
市
民
に
伝
達

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
同
報
系
を
整
備
す
る

た
め
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

 

河
川
改
修
・
砂
防
施
設
整
備 

　

砂
防
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
五
石
地
区
の
急
傾

斜
地
を
県
事
業
に
よ
り
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
河
川
の
浚
渫

に
つ
い
て
も
、
残
土
処
分
場
の
完
成
に
向
け
て
関
係
者
と
の

協
議
、
設
計
を
進
め
ま
す
。

 

た
め
池
・
治
山
対
策
の
推
進 

　

た
め
池
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
蕃
山
地
区
の
長
谷
上
池
改
修
、
浜
山
地
区
の
治
山
対

策
を
県
事
業
で
進
め
ま
す
。

 

生
活
自
立
の
支
援 

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
経
済
的
自
立
に
向
け
、
資
格
や
技
能

取
得
に
向
け
て
の
支
援
制
度
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

 

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
福
祉
の
充
実 

　

就
労
の
場
の
確
保
、
相
談
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
市
民
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
柱
と
な
る「
地
域
福
祉
計
画
」

を
実
行
し
ま
す
。

 

高
齢
者
へ
の
福
祉
の
充
実 

　

高
齢
に
よ
る
虚
弱
の
段
階
で
、
幅
広
く
居
場
所
づ
く
り
や

活
動
が
で
き
る
よ
う
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
外
出
手
段
確
保
の
た
め
、
小

型
低
速
の
電
気
自
動
車
「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

の
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

 

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進 

　

旧
ヘ
ル
ス
パ
ひ
な
せ
跡
地
な
ど
を
活
用
し
、
健
康
づ
く
り

拠
点
施
設
と
し
て
、
市
民
の
健
康
増
進
及
び
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

 

地
域
に
密
着
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

　

保
健
医
療
の
連
携
及
び
統
合
を
図
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
、
３
病
院

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
そ
の
構
築
に
努
め
、
さ
ら
に
地
域
の

診
療
所
等
と
一
層
の
連
携
、
協
力
に
よ
り
地
域
医
療
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
病
院
事
業
の
改
革
に
向
け
、
検

討
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、
実
現
に
向
け
た
方
策
を
検
討
し

ま
す
。
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里
海
づ
く
り
を
柱
と
し
た
水
産
業
の
振
興 

　

里
海
・
里
山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
り
、

市
の
資
源
を
活
用
し
た
備
前
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
・
開
発
、
お

よ
び
情
報
発
信
な
ど
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
マ

モ
場
の
再
生
や
海
洋
教
育
、
多
様
な
人
々
の
交
流
拠
点
と
し

て
、
日
本
財
団
の
支
援
に
よ
る
「
渚
の
交
番
」
整
備
事
業
を

計
画
し
ま
す
。

 

商
工
業
・
海
運
業
の
振
興 

　

岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施

し
、
市
内
企
業
の
雇
用
確
保
に
努
め
ま
す
。「
商
店
リ
フ
ォ
ー

ム
」
に
係
る
改
修
費
の
一
部
を
補
助
し
、
既
存
商
店
の
振
興

に
努
め
る
ほ
か
、
商
工
業
団
体
の
支
援
と
し
て
、
運
営
費
補

助
金
増
額
や
備
前
商
工
会
館
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
香
登
、
畠
田
地
区
の
企
業
用
地
の

売
却
に
伴
い
新
た
に
久
々
井
地
区
に
企
業
団
地
を
造
成
し
ま

す
。

 

賑
わ
い
を
も
た
ら
す
観
光
の
振
興 

　

㈱
モ
ン
ベ
ル
と
共
催
の
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
頭
島
マ
ル
シ
ェ
、
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト

な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
も
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。
加
え

て
、
映
画
「
ハ
ル
カ
の
陶
」
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
日

本
遺
産
で
あ
る
備
前
焼
の
振
興
と
合
わ
せ
た
誘
客
に
努
め
ま

す
。

 

秩
序
あ
る
土
地
利
用
と
良
好
な
市
街
地
の
整
備 

　

伊
部
・
浦
伊
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
廃
止
と
再
開

発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
持
続
可
能

な
都
市
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

 

住
宅
の
供
給
と
安
心
で
き
る
住
環
境
の
整
備 

　

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
民
間
企
業
と
の
連
携
な

ど
に
よ
り
、
新
た
な
住
環
境
の
創
出
を
模
索
し
ま
す
。　

 

生
活
排
水
の
適
正
処
理 

　

伊
里
中
・
友
延
・
穂
浪
・
三
石
地
区
の
公
共
下
水
道
整
備

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
計
画
区
域
外
は
、

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
を
継
続
し
ま
す
。

 

道
路
環
境
の
整
備 

　

引
き
続
き
企
業
団
地
、
香
登
・
西
鶴
山
地
区
の
大
型
車
両

通
行
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
香
登
４
号
線
を
拡
幅
し
ま
す
。

そ
の
他
の
道
路
、
橋
梁
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
整
備
を
進

め
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

 

公
共
交
通
の
確
保 

　

市
営
バ
ス
の
運
行
で
は
、
和
気
町
と
の
相
互
乗
り
入
れ
等

に
よ
る
広
域
バ
ス
連
携
を
推
進
す
る
な
ど
、
更
な
る
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
離
島
定
期
船
の
運
航
で
は
、
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
航
路
と
し
て
維
持
し
ま
す
。

 

一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
省
資
源
・
循
環
型
社
会
の
構
築 

　

市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
９
種
23
分
別
の
完
全
実
施
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

 

斎
場
の
運
営
と
墓
地
の
整
備 

　

管
外
火
葬
場
利
用
者
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
、
火
葬
補

助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
墓
地
に
つ
い
て
は
、
返
還
が
増

え
て
い
る
反
面
、
新
た
な
慰
霊
施
設
の
要
望
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
適
正
供
給
に
努

め
ま
す
。

 

環
境
保
全
対
策
の
推
進 

　

老
朽
化
し
て
い
る
野
谷
坑
廃
水
処
理
場
の
更
新
に
つ
い

て
、引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

 

広
聴
・
広
報
活
動
の
充
実
と
情
報
公
開
の
推
進 

　

備
前
市
に
興
味
や
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
改
修
し
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、

求
め
る
情
報
が
検
索
し
や
す
い
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。

 

市
有
財
産
の
有
効
活
用
と
適
正
な
管
理 

　

新
庁
舎
本
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
度
中
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。
旧
ア
ル
フ
ァ
ビ
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、
解

体
再
整
備
に
関
す
る
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

市
税
の
適
正
な
賦
課
と
収
納
率
の
向
上 

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
向
け
て
宅
地
評
価
の
適
正
化

と
均
衡
化
を
図
り
ま
す
。

 

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革 

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
組
織
機
構
の
見
直
し
、
窓
口
業
務
の
効

率
化
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

 

健
全
な
財
政
運
営 

　

一
部
企
業
業
績
の
持
ち
直
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
税
収

の
確
保
に
つ
い
て
は
楽
観
視
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、
一
般

財
源
が
必
要
額
に
対
し
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

や
む
な
く
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
に
よ
り
補
っ
て
い
る
厳

し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
の
事
業
を
着
実
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
費
用
対
効
果
の
検
証
に
よ
る
事
業
の
選
択
と
集

中
、
施
設
の
統
廃
合
な
ど
、
健
全
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
取
り
組
み
、
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
明
る

い
未
来
を
残
す
こ
と
が
我
々
の
務
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　平成₃₁年度当初予算が、２月定例議会で議決されました。

　この当初予算は、選択と集中による限られた財源の重

点的かつ効率的な配分、行政サービスの維持向上および

び財政収支の均衡を図ることを念頭に、新庁舎整備事業

などの投資的事業費のほか、引き続き「第２次備前市総

合計画」および「備前市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」に基づく、教育、子育て支援、人口減対策などに重

点を置いた編成としています。

　一般会計の総額は、₂₀₆億₂︐₈₀₀万円（前年度当初比

₁．₉％減）となり、特別会計と事業会計を合わせた総合

計額は、₄₁₉億₈︐₉₃₀万円（前年度当初比₀．₇％減）となっ

ています。

決定しました　一般会計

206億2，800万円

平成₃₁年度 予 算

一般会計性質別（単位：百万円）

 新年度の主な事業

  就学前の教育、保育等の充実 
 ●日生地域幼保一体型施設整備事業… ……3億7,000万円

日生幼稚園の改修および増築により日生地域幼保一体
型施設として整備します。

  小・中学校教育の充実 
●学力向上実践研究事業…… ………………………4,980万円
　産官学連携（岡山大・ベネッセ）による学力向上実践

研究に取り組みます。
●小・中学校給食費補助金…………………… 3,300万円

　就学後の子育て世帯の負担軽減を図るため、小・中学
校給食費について、第２子半額、第3子以降全額を補
助します。
●伊里小学校プール改修事業…………………… 600万円
　老朽化した伊里小学校プールの改修に係る実施設計を

行います。
●伊里共同調理場炊飯システム改修事業…… 3,500万円
　老朽化した伊里共同調理場の炊飯システムを更新します。

新規●非常用学校給食備蓄事業……………………… 218万円
　緊急時に備え、各学校に給食用非常食を備蓄します。
●国際理解教育推進事業……………………… 8,935万円
　英語指導力向上のための教職員研修を実施するととも

に、ALT（英語指導助手）を各小・中学校に1名配
置します。
●学校図書館運営事業………………………… 4,767万円
　学校図書館司書を各小・中学校に1名配置します。

 子育て不安の解消 
新規●家でも学校でもない第三の居場所整備事… 3,620万円

　子どもたちが安心・安全に過ごし、自立する力を育み
ながら地域とつながる場所づくりとして「家でも学校で
もない第三の居場所」の整備を行います。

新規●院内保育施設利用児童助成金………………… 240万円
　市内の院内保育施設を利用する児童の利用者負担額の

一部を助成し、保育無償化との均衡を図ります。
 スポーツ・レクリエーション活動の推進 
●総合運動公園カーボン・マネジメント強化事業
 ……………………………………………… 2億107万円
　（一財）環境イノベーション情報機構のカーボン・マネ

ジメント強化事業補助金を受け、総合運動公園体育館
および温水プールを省エネ改修します。

 歴史文化の活用と伝統文化の継承 
●閑谷学校開学350年事業……………………………70万円
　2020年の閑谷学校開学350年に向けて前年度に作成し

た論語かるたを使用し、論語かるた大会を実施します。

●備前陶器窯跡買上事業……………………… 5,695万円
　国庫補助金を受け、備前陶器窯跡の公有化による保存

活用を図ります。
 コミュニティの育成と地域活動の支援 
●地域おこし協力隊導入事業………………… 5,419万円
　都市住民を地域おこし協力隊として受け入れ、隊員の

定住定着と地域活力の底上げを図ります。
 移住・定住の促進 
●若年者新築住宅補助金……………………… 8,000万円
　若年者の移住・定住促進を目的として、新築住宅の建

設または建売住宅の購入に係る費用の1/10、上限100
万円を補助します。
●若年夫婦世帯家賃補助金…………………… 5,188万円
　若年世帯の移・定住促進を目的として、民間賃貸住宅

への入居に係る家賃の1/2、上限4万円で12箇月を補
助します。

拡充●空家活用促進事業補助金…………………… 2,200万円
　空き家の購入に係る費用の1/10、上限50万円

を補助します。また、空き家内の家財道具等
を処分する場合、処分費用の2/3、上限20万
円を補助します。
●住宅リフォーム事業費補助金……………… 3,000万円
　住宅のリフォーム工事に係る費用の1/10、上限20万

円（転入者40万円、耐震化100万円、市外業者による
施工は半額）を補助します。

 身近な安全・安心対策の充実 
新規●吉永駅北駐輪場整備事業……………………… 500万円

　ＪＲ吉永駅北側に駐輪場を整備します。
新規●通学路交通安全プログラム事業……………… 500万円

　通学路交通安全プログラムによる安全対策として、通
学路の交通安全施設の改修等を行います。

 消防・防災体制の強化 
新規●消防団活動服更新事業……………………… 2,336万円

　国の「消防団員服制基準」に対応するとともに、火災
現場での安全確保のため、消防団員の活動服を難燃性
生地のものに更新します。

… ●消防車両更新事業…………………………… 1,502万円
　老朽化した非常備消防車両3台および広報車1台の更

新を行います。
新規●防災行政無線整備事業……………………… 2,235万円

　緊急的な災害情報やJアラート等を迅速に市民に伝達
するため、同報系デジタル防災無線整備に係る実施設
計を行います。

性質別歳入 31年度
予算額

対前年度
伸率(％)

市 税 4,958 4.8%

諸収入 297 81.5%

繰入金・繰越金 1,517 44.9%

分担金・負担金・
使用料・手数料・
財産収入・
寄附金

646 △ 47.4%

地方交付税・
地方譲与税・
交付金等

7,384 △ 1.5%

市 債 3,388 △ 6.9%

国庫支出金 1,508 △ 15.9%

県支出金 930 △ 0.5%

合  計 20,628 △ 1.9%
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会計別予算状況（単位：百万円）

区 分 平成31年度
予算額

対前年度
伸率(％)

一 般 会 計 20,628,000 △  1.9

特

別

会

計

国民健康保険事業 4,393,536 △  3.1

土地取得事業 5,139 4.3

三石財産区管理事業 5,560 2.4

三国地区財産区管理事業 7,256 2.0

浄化槽整備事業 21,574 △  2.6

後期高齢者医療事業 591,346 △  5.6

介護保険事業 4,230,897 △  1.6

飲料水供給事業 26,678 1.1

宅地造成分譲事業 2,503 3.5

駐車場事業 20,901 △  19.6

企業用地造成事業 303,605 360.0

水 道 事 業 会 計 1,524,820 4.8

下 水 道 事 業 会 計 4,341,694 2.0

病 院 事 業 会 計 5,885,792 △  0.9

合  計 41,989,301 △  0.7

 河川改修・砂防施設整備  
●河川改良事業………………………………… 2,000万円
　立石川ほかの河川改良事業を実施します。

 高齢者への福祉の充実 
●しらうめ荘空調設備改修事業……………… 1,164万円
　老朽化したしらうめ荘の空調設備の更新を行います。

 生涯を通じた健康づくりの推進 
拡充●各種検診事業………………………………… 3,654万円

　個別レディース検診の検診医療機関を岡山市の医師会
に拡大します。

新規●のら猫不妊去勢手術事業助成金……………… 100万円
　のら猫対策として、飼い主のいない猫の不妊および去

勢手術に係る費用の一部を助成します。
拡充●予防接種事業………………………………… 9,656万円

　成人男性の風しん対策として、抗体検査と予防接種を
新たに実施します。

●出産祝金事業………………………………… 2,000万円
　　出産祝金として、1人10万円を支給します。

　　　　里海づくりを柱とした水産業の振興 
●里海・里山ブランド推進事業補助金……… 370万円
　備前ブランドを核とした資源を活かしたまちづく

りを推進し、地域の連携と活性化に寄与する事業
を行う団体に対して、補助を行います。

 商工業、海運業の振興 
●サテライトオフィス等誘致事業補助金…… 1,000万円
　働く場の確保および新たな人の交流による地域活性化

を図るため、空き家等を有効活用して企業のサテライ
トオフィス等を設置する者に対し、事業費の3/4、上
限1,000万円を補助します。

新規●久々井地区企業用地造成事業………… 2億9,487万円
　久々井地区に新たに企業団地を造成します。

拡充●商業振興対策事業補助金……………………… 300万円
　これまでの空き店舗活用および新規創業者支援に、既

存商店リフォームを加え既存商店の支援および振興を
図ります。

 秩序ある土地利用と良好な市街地（都市施設）の整備 
新規●立地適正化計画策定事業……………………… 885万円

　持続可能な都市経営を可能とするコンパクトなまちづ
くりを推進するため、H31～ H33で立地適正化計画を
策定します。

●総合運動公園温水プール改修事業………… 1,012万円
　老朽化した総合運動公園温水プールの改修に係る調査

および実施設計を行います。

●浜山運動公園野球場改修事業………………… 900万円
　老朽化した野球場グラウンドの暗渠整備を行います。
●頭島グラウンドゴルフ場改修事業…………… 432万円
　頭島グラウンドゴルフ場の芝生について改修を行います。

 住宅の供給と安心できる住環境の整備 
●建築物適正管理支援事業…………………… 6,153万円
　空家等除去支援事業、木造住宅耐震診断・改修事業の

ほか、緊急輸送道路沿道建築物に係る耐震診断・改修
事業に対して、補助します。

 道路環境の整備 
●道路新設改良事業……………………… 2億4,060万円
　頭島1号線、香登4号線など市道改良事業を実施します。
●橋梁維持事業………………………………… 6,000万円
　橋梁長寿命化計画に基づき、橋梁の点検、修繕詳細設

計および補修工事を行います。
 公共交通の確保 

●公共交通維持事業……………………… 1億7,164万円
　市営バスの運行、離島定期船運航補助を行います。

拡充●生活交通利用補助金………………………… 4,958万円
　生活交通利用補助金の対象者に妊産婦の方を加えます。

 環境保全対策の推進 
●野谷坑廃水処理場整備事業………………… 5,500万円
　更新整備に係る実施設計を行います。

 一般廃棄物の適正処理と省資源・循環型社会の構築 
●塵芥収集事業…………………………………… 764万円
　老朽化したパッカー車1台の更新を行います。

 広聴・広報活動の充実と情報公開の推進 
●市ホームページ更新事業……………………… 850万円
　市ホームページのリニューアルを行います。

 市有財産の有効活用と適正な管理 
新規●旧アルファビゼン解体再整備事業………… 1,243万円

　旧アルファビゼン解体再整備のため、基本構想を策定
します。

●吉永総合支所耐震診断事業…………………… 286万円
　吉永総合支所の耐震診断を行い、今後の総合支所の活

用等について検討を行います。
 計画的な行政経営 
●ふるさと納税推進事業・まちづくり応援基金積立事業…
…………………………………………… 2億8,515万円

　ふるさと納税寄附の推進を図るとともに、寄附者のご厚意
に沿うまちづくりの財源とするための基金を積み立てます。

●新庁舎整備事業………………………… 22億6,849万円
　老朽化し、耐震機能のない本庁舎の更新整備を行います。

性質別歳出 31年度
予算額

対前年度
伸率(％)

人件費 2,948 △ 1.6%

公債費 1,872 △ 0.2%

扶助費 2,235 △ 1.6%

物件費・
維持補修費

3,290 △ 3.7%

補助費等 3,436 0.6%

普通建設事業費 4,083 △ 1.9%

繰出金 2,132 13.0%

投出資・貸付金 405 1.6%

積立金 177 △ 65.6%

その他 50 0.0%

合  計 20,628 △ 1.9%
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市民のページ

 新庁舎に整備する「備前焼レリーフ」の見学会開催
　現在、備前焼陶友会で制作中の備前焼レリーフについて、下記の日程で見学会を開催します。当日は、

制作にかかわる備前焼作家から、備前焼に関する説明と制作中のエピソードなどの解説があります。

　制作の過程を見学できる貴重な機会ですので、皆さんお誘いあわせの上、ご参加ください。

◆と き　1日目　4月19日㈮　①10時～　②13時～　③15時～

　　　　　２日目　4月20日㈯　④10時～　⑤13時～　⑥15時～

◆ところ　備前陶芸センター（伊部974-2）

※駐車場は、隣接の埋蔵文化財管理センターおよび道路公団跡

地をご利用ください。

◆申込方法　施設建設・再編課（☎64-1877）までご連絡ください。

参加者氏名および希望日時を確認させていただきます。

◆申込期限　4月1日㈪～17日㈬

※各回を20人までとし、先着順に定員となり次第締め切ります。

新庁舎建設工事の進捗状況について
　昨年６月に着手し、工事を進めてまいりましたが、地下部分の調査により、杭長変更などが必要となっ

たため、11月に変更契約を行い、工期も2020年２月中旬まで延長しています。現在は、杭打ち工事を先行

させ、新しい庁舎を支える基礎部分の

工事を行っています。

　今後の作業は、建物の骨格となる鉄

骨組み立てを６月～７月に予定してお

り、来年２月末には皆さんにご利用い

ただけるよう工事を進めてまいります。

　今後も広報びぜんやホームページで

工事の様子をお伝えする予定ですの

で、ぜひご覧ください。
問施設建設・再編課（☎64-1877）

ヘルプマークをご存じですか
 ヘルプマークを見たら、思いやりのある行動を
 ヘルプマークとは、　外見からは分からなくても援助や配慮を必要としている人たちが、

周囲の人に配慮を必要としていることを知らせることで、援助を得やすくなるよう考案

されたマークです。備前市でも、このヘルプマークを交付しています。

…ヘルプマークを身に着けた人を見かけたら・・・…
●電車・バスの中で、席をお譲りください
　外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つり革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つことが困

難だったりする人がいます。

　また、援助や配慮を必要としていることが外見からは分からないため、このような人たちが優先席に

座っていると不審な目で見られ、ストレスを受けることがあります。　

●駅や商業施設などで、声をかけるなどの配慮をお願いします
　交通機関の事故など、突発的な出来事に対して臨機応変に対応することが困難な人や、立ち上がる、歩

く、階段の昇降などの動作が困難な人がいます。

●災害時は、安全に避難するための支援をお願いします
　危険の察知が苦手な人、パニックで動けなくなる人、通常の手段では的確な情報を得ることが困難な人

がいます。

◆交付対象者　義足や人工関節を使用している人、内部障がいや難病の人、妊娠初期の人など、援助や配

慮を必要としている人

◆申請場所　社会福祉課障がい者福祉係・各総合支所・各出張所
申 問社会福祉課障がい者福祉係（☎64-1824）

杭打ち工事の状況（2月に撮影）
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平成３0年度

岡山県指定重要文化財に指定・認定されました！

・丸山古墳出土遺物 14点

・附石棺拓本 5枚

　国指定史跡丸山古墳から出土した遺物の一部で、

備前市関係では銅鏡、管玉など５点が指定されました。

　古墳時代前期の首長墓で、備前市畠田に所在す

る、丸山古墳（国指定史跡）から出土した遺物の一

部です。古墳は昭和11年に発見され、遺物の大半は

国の所有となりましたが、本遺物群は県内に残った

銅
どう

鏡
きょう

、坩
かん

形
がた

石
せき

製
せい

品
ひん

、車
しゃ

輪
りん

石
せき

、管
かん

状
じょう

石
せき

製
せい

品
ひん

および管
くだ

玉
たま

です。丸山古墳の性格、他地域との関係性および

首長墓の変遷を研究する上で重要なものです。

金
かね

重
しげ

 有
ゆう

邦
ほう

…氏（伊部）

伝統的な轆轤（ろくろ）技術と新たな轆轤技術を駆使して

伝統的な花器や茶陶を制作されています。

　金
かね

重
しげ

素
そ

山
ざん

の三男として伊部に生まれ、父素山に師事して

昭和55年から作品を発表しました。伊部の地で父親から受

け継いだ田
た

土
つち

を使用、伝統的な轆
ろ く ろ

轤技術の手法を継承しつ

つ新たな轆轤技術を開発。作品は、轆轤技術を駆使して制

作され、備前焼固有の土味や自然釉と窯変の美しさを表現

したものとなっています。

島
しま

村
むら

 光
ひかる

…氏（久々井）

　
江戸時から続く技法と新たな技法を駆使して

　ユーモアあふれる細工物を制作されています。

　現瀬戸内市長船町磯上に生まれ、独学で細工物を学び、

昭和53年から作陶を始めています。備前の田
た

土
つち

と山
やま

土
つち

を使

い、江戸時代から続く伝統的な手びねりや型づくりと、新

たに紐づくりの技法を駆使して細工物を制作しています。

作品は、身の回りのいきものや情景を題材にしており、独

創性とユーモアのあるものとなっています。

重要文化財（考古資料）

重要無形文化財（追加認定）

備前焼製作技術

【坩形石製品】

【銅鏡】

問文化振興課文化財係（☎64-1846）
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「空き家等除却支援事業」補助申請について
◆受付期間　2020年1月31日まで　　　◆受付窓口　都市住宅課（本庁舎２階）

　「備前市空家等対策計画」を策定しました！
　近年、人口減少や少子高齢化などが進む中、全国的に空き家が増加しており、特に適切な管理が行われて

いない空き家が、地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしています。

　市では、空家等の対策を総合的かつ計画的に実施し、誰もが安全・安心に暮らせる良好な生活の実現に向

け、市が取り組むべき空家等の対策の基本的な考えを示すため、本計画を策定しました。

◆対象地区　市全域

◆計画期間　2019年度（平成31年度）から2023年度の５年間

【基本的な方針と取り組み】

※くわしくは、ホームページでご覧いただけます。　　　　　　問都市住宅課移住定住推進係（☎64-2225）

 方針②  安全・安心なまちづくり

★課題：放置され、劣化や荒廃が
進んでいる空家等への対策

⇒所有者などに対し、行政指導を
行うことにより、周辺住民の生
活環境に悪影響を及ぼしている
空家等の改善を図ります。

⃝空家等実態把握
⃝火災予防としての対応の実施
⃝危険な空家等に対する指導およ

び支援の実施

 方針③  利活用の促進

★課題：所有者や相続人への働
きかけや、必要な情報の発信

⇒比較的状態の良い建物につい
ては、地域資源として捉え、
地域に貢献できるよう、利活
用を促進します。

⃝空家等の利活用に関する相談
機会の創出

⃝移住定住支援策との連携
⃝専門家を交えた地域でのワー

クショップの開催
⃝跡地の公的利用の検討

…方針①… 適正な管理

★課題：所有者の管理意識の低
さや、空家等対策の情報不足

⇒対策として、まずは空家化さ
せないために、建物を居住・
使用している段階から、所有
者などの意識啓発を図り、空
家等の適正管理を働きかける
ことで、新たな空家等の発生
を予防していきます。

⃝所有者等への情報提供
⃝空家等に関する相談体制の強

化・充実
⃝相続登記等の必要性の啓発

【補助対象空き家】
・市内に存するもの

・特定（危険）空き家またはそれになり得るもの

・昭和56年５月31日以前に着工されたもの

・個人が所有していて、空き家となって概

ね1年以上経過しているもの　など

※補助対象空き家となるか、解体工事前に

受付窓口へ問い合わせてから、申請をし

てください！

【補助対象事業】
平成31年4月1日以降に補助対象空き家について、市内施工業

者が施工する工事などで、①～③のいずれかに該当する事業

①除却工事を行うもの

②除却工事および附帯工事（門扉および塀の撤去など）を行

うもの

③応急措置を行うもの

【補助金額】
①②は対象経費の2／3（上限50万円）

③は対象経費の2／3（上限20万円）
★特定空家とは

①そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態

②著しく衛生上有害となるおそれのある状態

③適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態

④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態

　以上の状態にあると認められる空家などをいいます。

　　具体的には…
建物が崩落または崩壊している／屋根または外壁に穴があいている／構造材もしくは下地材が露出してい

る、大きく変形しているまたは全体的に波打っている／建物の傾きがある／柱、土台、梁などの構造材が

欠損または腐食している／基礎の一部分が宙に浮いているまたは不同沈下している／ツタなどの植物が家

屋の全体を覆っている／屋根瓦、外壁、窓、その他の家屋の付属物が落下するおそれがある

などの状態が見受けられる場合は、特定空家の可能性があります！

申 問都市住宅課移住定住推進係（☎64-2225）
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「住宅リフォーム事業費補助事業」の申請について

◆受付期間　4月15日㈪から12月27日㈮まで

　※予算の執行状況により受付を終了する場合があります。

◆受付窓口　都市住宅課（本庁舎２階）※郵送では受付できません。

◆申請書類　都市住宅課、日生・吉永総合支所、三石・三国出張所に配置

　　　　　　市のホームページからもダウンロードできます。

◆補 助 額　対象となるリフォーム工事の1／10

◆交付限度額　市内施工業者の場合は上限20万円、市外施工業者の場合は上限10万円　

　※対象要件により変わる場合があります。

◆交付方法　リフォーム工事が完了し、補助金額確定後に交付

◆申請について

・申請者　本市に住民登録し、リフォーム予定の住宅に住んでいる人など

・対象住宅　申請する人が居住の用に供している住宅など

・対象工事　リフォームに要する工事費が50万円（消費税込み）以上など

問都市住宅課移住定住推進係（☎64-2225）

公民館からお知らせ

　備前市内には中央公民館1館、地域公民館２館、地区公民館13館あります。

　各公民館には、茶道・華道・写真・各種楽器・語学・料理・裁縫・囲碁・将棋・絵画・文芸・工芸・踊り・

体操など、教養向上や健康増進や社会福祉の増進を目的とする活発なグループ236団体が活動しています。

各グループは活動する公民館が決まっていて（公民館毎の登録制）、随時メンバー（会員）を募集しています。

何かを始めたい人、挑戦してみたい人、趣味を広げたい人、仲間作りがしたい人、まずは公民館にお問い

合わせください。あなたが輝けるグループ活動と出会えるかも・・・

中央公民館
（市民センター）

西片上17-2
☎64-1133

西鶴山公民館
畠田102-1
☎66-9545

香登公民館
香登本745-1
☎66-9001

伊部公民館
伊部1776-1
☎64-2774

片上公民館
西片上17-2
☎64-1135

伊里公民館
友延409

☎67-0001

東鶴山公民館
佐山2616
☎65-8001

三石公民館
三石1010-1
☎62-0811

日生地域公民館
（日生市民会館）
日生町日生241-87

☎72-1006

日生西公民館
日生町日生630-1

☎72-1006

日生東公民館
日生町寒河3961-2

☎74-0942

日生南公民館
日生町日生2794-1

☎72-1006

吉永地域公民館
吉永町三股19

☎84-3839

和意谷公民館
吉永町和意谷1423-2

☎84-2840

神根公民館
吉永町神根本911

☎84-2840

三国公民館
吉永町都留岐319

☎84-2840

※必ずリフォーム
工事前に申請して
ください！
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■滞在先等での不在者投票

　他の市区町村に滞在中で、投票日当日に投票所へ行けない人は、あらかじめ選挙管理委員会から投

票用紙等を取り寄せて、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票をすることができます。

■郵便等投票

　身体に障がいがあり、郵便等投票証明書の交付を受けていて郵便等投票を希望する人は、４月３日

㈬午後５時までに投票用紙等の請求をしてください。

■開票

　４月７日㈰　午後８時1₅分から　

　備前市役所　３階大会議室

＜宣誓書について＞
　

　入場券の中面に宣誓書を印刷しています。４名分の宣誓書が印刷されていますので、期日前投票を

ご利用の際は、氏名等必要事項をご記入の上、入場券とあわせて期日前投票所へご持参ください。

問選挙管理委員会事務局（☎64-1838）

特殊詐欺　～アポ電話に注意～
　備前警察署管内において、警察官、金融機関などをかたり「債権購入の名義貸しに巻き込ま

れているので解決します」「詐欺に遭わないよう金融庁の職員がキャッシュカードを受け取り

に行きます」など、さぐりを入れる身に覚えのない電話（アポ電話）がかかっています。

　そのほか金融機関をかたり「新元号に変わるのでキャッシュカードを作り替えます」などと

言ってキャッシュカードを騙
だま

しとる犯罪が予想されます。

　身に覚えのない電話、はがき、メールは、警察、家族など必ず誰かに相談してください。

　被害防止には、多額の現金を自宅に保管しない、留守番電話の活用など通話の録音が効果的です。

問備前警察署（☎63-0110）

記入

…キリトリ

氏　 名

広報びぜん　平成31年4月13

◇備前市役所　　  　平成３1年3月３0日(土)～4月6日(土)まで
　◇日生・吉永総合支所  平成３1年4月１日(月)～4月6日(土)まで
　　※時間はいずれも　8：３0～20：00

選挙区は、一つの郡、一つの市の区域が原則ですが、本市は和気町と合わせて備前市・和気郡選挙

区であり、選出する議員の定数は２人となっています。

■投票できる人

①平成13年４月８日までに生まれた日本国民で、平成30年12月28日までに本市へ住民登録・転入届を

し、平成31年３月28日現在、引き続き住民基本台帳に記載され、備前市の選挙人名簿に登録されて

いる人。（ただし選挙権のない人は除きます。）

②基準日（３月28日）が近づいてから市内で転居の届出をした人は、前住所地の投票所で投票してい

ただく場合があります(投票所入場券の投票所欄をご覧ください)。

③県内で住所移転した人は、県議選の投票は選挙人名簿に登録されている市町村で行うことになりま

す。平成30年12月29日以降に住所移転したために、前住所で投票することになる人は、市町村が発

行する「引き続き県内に住所を有する証明書（引き続き証明書）または引き続き県内の市町村に住

所を有していることが確認できる住民票の写し」の提示または「引き続き岡山県内に住所を有する

こと」の確認が必要となります。

■投票所入場券

　投票所入場券（４名連記）は、各世帯へ郵送します。投票の際は、入場券に記載された投票所をご

確認のうえ、各自で切り離して投票所へお持ちください。入場券が届かなかったり紛失した場合で

も選挙人名簿に登録されていれば投票できます。期日前投票所または当日投票所でお申し出くださ

い。なお、入場券が届いても、投票日当日において選挙権にない場合は投票できません。

■選挙公報

　候補者の名前や政見などを掲載した選挙公報を４月３日㈬以降の新聞（山陽・読売・朝日・毎日・

日経・産経）の朝刊に折込します。この他、備前市役所・日生総合支所・吉永総合支所・地域公民

館等でも配布します。また、新聞未購読の人や郵送を希望される人は、選挙管理委員会事務局まで

ご連絡ください。

■病院等での不在者投票

　県選挙管理委員会が指定する病院や老人ホーム等に入所している人は、施設の管理者に申し出る

と、施設の中で投票できます。

7：00～18：00
市内３0投票所

（投票所入場券に記載されていますのでご確認ください）

今回の選挙は、今後４年間、私たちの代表として岡山県政を
担っていく人を選ぶ大切な選挙です。有権者のみなさんは、
進んで投票に参加しましょう。

岡山県議会議員選挙 ~この一票が　　　
　岡山をツクル！！~

2019統一地方選挙

が執行されます
投票日

期日前投票

投票場所

平成31年4月7日(日)
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平成31年度　備前市社会体育関係事業予定表
期  日

事  業  名   （会 場）
月 日 曜日

4

2 ㈫ 備前地区グラウンド・ゴルフ連盟大会　（備：多目的競技場）

4 ㈭ 3地区（備前・吉永・赤穂）グラウンド・ゴルフ交歓大会　（備：多目的競技場）

7 ㈰
備前市長杯春季ソフトボール大会　（伊里中学校グラウンド）
岡山県学童軟式野球選手権大会備前地区予選　（備：多目的広場）

8 ㈪ 備前市春季ゲートボール大会　（吉永町南方GB場）

13 ㈯ 陸上競技審判講習会【講義】　（備：体育館サブアリーナ）

14 ㈰ 備前市スポーツ少年団バレーボール６年生交歓大会　（未定）

21 ㈰ オレンジカップテニス大会≪ミックスダブルス≫ （日：テニスコート）

23 ㈫ 東備BL2019年山陽新聞社杯グラウンド・ゴルフ大会　（備：多目的競技場）

28 ㈰ 全日本学童軟式野球選手権大会予選　（備：多目的広場）

29 ㈪祝 備前市中学生交流野球大会（備：多目的広場）

30 ㈫祝 谷三三五記念陸上記録会兼審判講習会【実技】　（備：多目的競技場）

5

5 ㈰祝 全日本学童軟式野球選手権大会予選　（備：多目的広場）

9 ㈭ 備前地区春季グラウンド・ゴルフ大会　（備：多目的競技場）

11 ㈯ 艇庫開き　（吉：艇庫）

14 ㈫ 3地区（備前・吉永・佐伯）グラウンド・ゴルフ交歓大会　（吉：グラウンド）

19 ㈰
あじさい杯ソフトバレーボール大会　（備：体育館）
備前市シングルスソフトテニス大会　（日：テニスコート）

25 ㈯ 吉永町春季バドミントン大会　（吉永中学校）

26 ㈰ 備前市中学生交流野球大会（備：多目的広場）

5～9 未　定 備前市スポーツ少年団奉仕活動　（市内各地区）

6

8 ㈯ 吉永町夏季バレーボール大会　（吉：体育館）

8・ 9 ㈯㈰ 備前市夏季ソフトテニス大会≪小学生，一般の部≫ （日：テニスコート）

9 ㈰ 日生町同級生バレーボール大会　（日：体育館）

11 ㈫ グラウンド・ゴルフ連盟加盟団体対抗戦　（備：多目的競技場）

15 ㈯ 備前市ゲートボール連盟月例大会　（久々井第3運動公園）

15・16 ㈯㈰ 備前東地区中学校夏季総合体育大会　（備：体育館ほか）

30 ㈰ 中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会備前地区予選　（備：多目的広場）

7

7 ㈰
備前市長杯夏季ソフトボール大会　（伊里中学校グラウンド）
備前市長杯ソフトテニス大会　（備：テニスセンター）
太極拳初心者教室　（備：体育館サブアリーナ）

9 ㈫ 備前市長杯グラウンド・ゴルフ大会　（備：多目的競技場）

13 ㈯
備前親善ゲートボール大会　（久々井第3公園）
“海の月間”記念Ｂ＆Ｇ海洋スポーツ普及大会　（吉：艇庫）

14 ㈰
備前市リレーカーニバル　（備：多目的競技場）
日生町同級生ソフトボール大会　（日：スポーツ広場）

17 ㈬ 備前市連盟会長杯グラウンド・ゴルフ大会　（吉：グラウンド）

21 ㈰ 備前市長杯軟式野球大会　（備：多目的広場）

28 ㈰ 東備西播ジュニアテニススクール　（日：テニスコート）

31 ㈬ 備前市小学校学童水泳記録会　（備：温水プール）

8

4 ㈰ 備前市長杯地区対抗バレーボール大会　（備：体育館）

11 ㈰ 備前サマーサッカーフェスティバル　（備：多目的競技場）

11・18 ㈰ 全日本少年春季軟式野球大会備前地区予選　（備：多目的広場）

20 ㈫ 備前市グラウンド・ゴルフ連盟レディース＆メンズ大会　（備：多目的競技場）

24 ㈯ 会長杯備前ジュニアソフトテニス大会　（備：テニスセンター）

25 ㈰ 岡山県秋季学童軟式野球大会備前地区予選　（備：多目的広場）

26 ㈪ 三石フォアサムグラウンド・ゴルフ大会　（三石運動公園）

未　定 前期備前市社会体育研修会　（未定）

9

3 ㈫ 備前地区グラウンド・ゴルフ連盟大会　（備：多目的競技場）

７ ㈯ 全国スポーツ少年団剣道交流大会備前地区予選会　(未定)

8 ㈰
日生町同級生グラウンド・ゴルフ大会　（日：スポーツ広場）
備前市長杯ソフトボール大会　（伊里中学校グラウンド）

15 ㈰ 備前市秋季バドミントン大会　（備：体育館）

21・22 ㈯㈰ 備前東地区中学校秋季総合体育大会　（備：体育館ほか)

未　定 テニススクール　（備：テニスセンター）

※平成31年3月現在で作成しておりますので、変更になる場合があります。予めご了承ください。

広報びぜん　平成31年4月15

平成31年度　備前市社会体育関係事業予定表
期  日

事  業  名   （会 場）
月 日 曜日

10

2 ㈬ 東備BL岡山県会長杯グラウンド・ゴルフ大会（吉：グラウンド）

5 ㈯
備前市秋季ソフトテニス大会（備：テニスセンター）
HEARTWALK （吉永町八塔寺）

5・6 ㈯㈰ 優くらぶ杯小学生女子バレーボール大会（備：体育館）

6 ㈰
日生町内会対抗男子ソフトボール・女子バレーボール大会（日：多目的広場・体育館）
備前市陸上競技選手権大会（備：多目的競技場）

8 ㈫ 備前地区グラウンド・ゴルフ大会（備：多目的競技場）
13 ㈰ 優くらぶ10周年記念事業（備：体育館）
14 ㈪祝 第15回備前市民スポーツフェスティバル（備前市総合運動公園）

17 ㈭ 備前市小学校学童陸上運動記録会（備：多目的競技場）
19 ㈯ 備前市秋季ゲートボール大会（久々井第3公園）
20 ㈰ 備前市スポーツ少年団バレーボール新人交歓大会（未定）

26 ㈯
岡山ブロック（東部）学童陸上運動記録会（備：多目的競技場）
吉永町秋季バレーボール大会（吉：体育館）
備前市長杯ゲートボール大会（吉：グラウンド）

27 ㈰

備前市体育協会長杯軟式野球大会（備：多目的広場）
AKB杯兼コスモス杯ソフトバレーボール大会（備：体育館）
西日本小中学生アーチェリー大会（日：スポーツ広場）
市長杯秋季ソフトボール大会（伊里中学校グラウンド）

11

1 ㈮ 吉永町フォアサムグラウンドゴルフ大会（吉：グラウンド）
2 ㈯ 備前市小学生親善ソフトテニス大会（備：テニスセンター）

2・3 ㈯㈰ 岡山県中学生ソフトテニス秋季大会（備：テニスセンター）
3 ㈰ 優くらぶ杯小学生男子バレーボール大会（備：体育館）

9 ㈯
東備地域中学生新人強化ソフトテニス大会（備：テニスセンター）
びぜん優くらぶ「くうねるあそぶ硬式野球大会」（備：多目的広場）

12 ㈫ 備前地区秋季グラウンド・ゴルフ大会（備：多目的競技場）

16 ㈯
東部支部親善ゲートボール大会（吉永町南方GB場）
吉永町秋季バドミントン大会（吉永中学校）
ソフトテニス２級及びジュニア審判員検定・研修会（備：体育館）

17 ㈰
備前市長距離記録会（備：多目的競技場）
備前市空手道選手権大会（備：体育館）

24 ㈰ 会長杯テニス大会（日：テニスコート）

12

1 ㈰
平成31年度備前市スポーツ少年大会（備：体育館）
備前フレンド杯ソフトテニス大会（備：テニスセンター）

5 ㈭ 備前市ゲートボール連盟月例大会（吉永町南方GB場）

8 ㈰
吉永町マラソン大会（吉：グラウンド周辺）
会長杯チャリティバレーボール大会（備：体育館）

14 ㈯ 備前市ゲートボール連盟月例大会（吉永町南方GB場）
15 ㈰ 日生町体力づくりロードレース大会（日：多目的広場周辺）

21・22 ㈯㈰ 備前市高等学校インドアソフトテニス大会（備：体育館）

1

1 ㈬ 山野を歩く会《八塔寺飯盛山（城山）ご来光登山（吉永町八塔寺）》
11 ㈯ 備前市小学生インドアソフトテニス大会（備：体育館）

12 ㈰
備前市インドアソフトテニス大会《一般》（備：体育館）
備前ジュニアユースサッカーミーティング（備：多目的競技場）
ひなせインドアオープンアーチェリー大会（日：体育館）

18 ㈯
備前市中学生インドアソフトテニス大会（備：体育館）
備前市バレーボールフェスティバル≪ソフトバレーボール大会≫（備：体育館）

２

9 ㈰ 備前市議会議長杯グラウンド・ゴルフ大会（日：スポーツ広場）
11 ㈫祝 第68回備前市えびす駅伝競走大会≪一般・スポーツ少年団の部≫（備：多目的競技場ほか）
16 ㈰ Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪近隣市町親善少年剣道大会（吉：体育館）

18 ㈫ 瀬戸内・備前グラウンド・ゴルフ交歓大会（備：多目的広場）

23 ㈰
とくり会近隣ジュニアソフトテニス大会（備：テニスセンター）
備前市軟式野球連盟審判講習会（備：多目的広場）

29 ㈯ 備前・瀬戸内サッカーフェスティバル（備：多目的競技場）
未　定 後期備前市社会体育研修会（未定）

3

1 ㈰ 備前市スポーツ少年団春季バレーボール６年生交歓大会（未定）
8 ㈰ とくり会近隣ソフトテニス大会（備：テニスセンター）
22 ㈰ 備前市春季バドミントン大会（備：体育館）
29 ㈰ 磯野杯オープン団体対抗ソフトテニス大会（備：テニスセンター）

未　定 備前♡日生大橋マラソン2020（日生病院前特設会場）

備：総合運動公園（☎64-3811）　日：日生運動公園（☎72-2226）　
吉：吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎84-3776）　　　　　 問教育委員会社会教育課スポーツ振興係（☎63-3813）
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びぜんケアパスができました！

　備前市では「認知症になっても安心して住み慣れた地域で本人らしく生活がで

きる」ことを目標に『びぜんケアパス』を医師や認知症介護家族、介護関係者

などの策定委員と共に作成しました。

　ケアパスは認知症の人やその家族が「いつ、どこで、どんな支援が受けられるか」

を分かりやすくまとめたものです。相談先や症状の進行に合わせて利用できる医療、

介護などのサービスを知ることができます。

　地域包括支援センターにございますので、ご活用ください。

今後、ケアパス配置場所を増やしていく予定です。

問地域包括支援センター（☎64-1844）

　東サブセンター（☎72-1240）

　北サブセンター（☎84-9114）
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部
次
長
兼
政
策
監
兼
市
民
課

長
兼
三
石
出
張
所
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長　

柴
垣
桂
介
◆
産
業
部
次

長
兼
政
策
監
兼
産
業
観
光
課
長　

芳
田

猛
◆
建
設
部
次
長
兼
政
策
監
兼
建
設
課

長　

淵
本
安
志
◆
備
前
病
院
事
務
部
事

務
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
備
前
さ
つ

き
苑
事
務
部
事
務
長
兼
備
前
市
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
副
施
設
長　

石
原
史

章
◆
日
生
病
院
事
務
部
事
務
長　

濱
山

一
泰
◆
教
育
委
員
会
教
育
部
次
長
兼
政

策
監
兼
教
育
振
興
課
長　

大
岩
伸
喜
◆

教
育
委
員
会
教
育
部
副
参
与
兼
文
化
振

興
課
長
兼
埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長
兼
加
子
浦

歴
史
文
化
館
長　

横
山
裕
昭

◎
課
長
・
参
事
級

総
務
部
財
政
課
長　

榮　

研
二
◆
総
務

部
税
務
課
長　

馬
場
敬
士
◆
保
健
福
祉

部
介
護
福
祉
課
参
事
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長　

江
見
清
人
◆
産
業
部

農
政
水
産
課
長
兼
市
長
公
室
危
機
管
理

課
副
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

中
畑
喜
久
弥
◆
産
業
部
都
市
住
宅
課
参

事
兼
都
市
計
画
係
長　

大
森
康
晴
◆
建

設
部
水
道
課
長　

杉
本
成
彦
◆
日
生
総

合
支
所
管
理
課
参
事
兼
総
務
管
理
係
主

査
兼
産
業
部
農
政
水
産
課
農
政
水
産
係

主
査
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
日
生

分
室
次
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査

松
下
広
信
◆
備
前
病
院
事
務
部
事
務
次

長
兼
医
事
係
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設

備
前
さ
つ
き
苑
事
務
部
庶
務
係
主
査　

尾
崎
嘉
代
◆
教
育
委
員
会
教
育
部
教
育

振
興
課
参
事
兼
施
設
係
長
兼
共
同
調
理

場
長　

浅
野
隆
之
◆
教
育
委
員
会
教
育

部
社
会
教
育
課
長
兼
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
図
書
館
長
兼
市
民
セ
ン

タ
ー
館
長
兼
日
生
市
民
会
館
長　

竹
林

幸
作
◆
教
育
委
員
会
教
育
部
社
会
教
育

課
日
生
地
域
公
民
館
長
兼
寒
河
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
図
書
館
日
生

分
館
長
兼
日
生
市
民
会
館
長
代
理
兼
文

化
振
興
課
加
子
浦
歴
史
文
化
館
主
査　

畑
下
昌
代
◆
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事

係
長　

石
村
享
平

◎
医
師
・
看
護
部
長

備
前
病
院
院
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設

備
前
さ
つ
き
苑
長
兼
備
前
市
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
長　

光
岡
晋
太
郎

◆
備
前
病
院
名
誉
院
長　

國
富
康
彦
◆

備
前
病
院
看
護
部
長
兼
介
護
老
人
保
健

施
設
備
前
さ
つ
き
苑
療
養
部
長　

和
田

鈴
美

◎
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
幼
稚
園

幼
稚
園
総
括
主
幹
兼
認
定
こ
ど
も
園
総

括
主
幹
兼
日
生
幼
稚
園
長　

横
山
由
利

江
◆
伊
部
認
定
こ
ど
も
園
長　

伊
勢
能

理
子
◆
伊
部
認
定
こ
ど
も
園
副
園
長　

石
村
了
子
◆
香
登
認
定
こ
ど
も
園
長　

三
木
健
郎
◆
片
上
認
定
こ
ど
も
園
長　

原
田
千
暁
◆
東
鶴
山
認
定
こ
ど
も
園
長

藤
原
佳
美
◆
吉
永
認
定
こ
ど
も
園
長　

濵
田
純
代

◎
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

（
市
長
公
室
長
）
高
山
豊
彰
◆
（
総
務

部
参
与
兼
庁
舎
建
設
担
当
官
兼
検
査
官

兼
契
約
管
財
課
長
兼
施
設
建
設
・
再
編

課
参
事
）
尾
野
田
瑞
穂
◆
（
日
生
総
合

支
所
長
兼
管
理
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
日
生
分
室
長
）
大
道
健
一
◆

（
病
院
総
括
事
務
長
兼
備
前
病
院
事
務

部
事
務
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
備
前

さ
つ
き
苑
事
務
部
事
務
長
兼
備
前
市
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
副
施
設
長
）
金

井
和
字
◆
（
議
会
事
務
局
長
）
草
加
成

章
◆
（
吉
永
総
合
支
所
長
兼
管
理
課
長

兼
三
国
出
張
所
長
兼
八
塔
寺
ふ
る
さ
と

村
民
俗
資
料
館
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
吉
永
分
室
長
）金
藤
康
樹
◆（
市

長
公
室
企
画
課
ふ
る
さ
と
寄
附
担
当
課

長
兼
ふ
る
さ
と
寄
附
係
長
）
初
治
慎
一

◆
（
教
育
委
員
会
教
育
部
社
会
教
育
課

日
生
地
域
公
民
館
長
兼
寒
河
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
図
書
館
日
生
分

館
長
兼
日
生
市
民
会
館
長
代
理
兼
文
化

振
興
課
加
子
浦
歴
史
文
化
館
主
査
）
山

口
晋
作
◆
（
備
前
病
院
看
護
部
長
兼
介

護
老
人
保
健
施
設
備
前
さ
つ
き
苑
療
養

部
長
）
小
林
保
枝
◆
（
認
定
こ
ど
も
園

総
括
主
幹
兼
幼
稚
園
総
括
主
幹
兼
香
登

認
定
こ
ど
も
園
長
）
宗
兼
美
江

 

人
事
異
動

備
前
市
は
四
月
一
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。
課
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り
。

私たちが作成

しました！
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４月１日から、片上和気線のバス運行を開始　　　　　
　

　このたび、和気町と相互乗入れにより、片上から和気駅間の新規路線の運行を開始いたします。通学、

通院、お買い物にご利用ください。　　　　　　　　　　　　　　問市民協働課公共交通係（☎64-1852）

【運行ダイヤ】

◆料金・普通料金　200円

・小学生、おかやま愛カード所持者、身体障害者手帳、精神障害者手帳、療育手帳所持者　100円

・市営バスの障がい者割引が付添の人にも対象になります。

　身体障害者手帳、精神障害者手帳、療育手帳所持者の付添1人に限り半額

※片上和気線においては、備前市、和気町が発行した定期券、回数券が相互利用できますので、住所地の

市・町でお買い求めください。

【回数券】（100円×22枚）2,000円

【定期券】（片上～和気間）1ヶ月2,400円、3ヶ月6,600円、６ヶ月12,000円

備前市男女共同参画推進委員および推進審議会委員の募集

 「すべての人が家庭・地域・職場などさまざまな分野で個性と能力を十分に発揮することができる」男
女共同参画のまちづくりを推進するため、委員を募集します。委員の任期は、６月1日から２年間です。

【備前市男女共同参画推進委員】

◆内  容　広報紙の企画・編集、イベント企画への協力など　 

◆応募資格　市内在住の人で、平日を含む会議など（年５回程度）に出席できる人

◆募集人員　６人以内

【備前市男女共同参画推進審議会委員】

◆内  容　男女共同参画のまちづくり推進に関する事項の調査審議など　 

◆応募資格　市内在住の人

◆募集人員　3人以内

申 問4月1日㈪～26日㈮必着。所定の用紙（市ホームページからダウンロードまたは郵送請求）に必要事

項を記入し、市民協働課（☎64-1823　FAX64-3845　〒705-8602  東片上126）へ提出

停 留 所 1便 ２便 3便 4便

片　上 ⇩ 7：20 ↑ 8：12 ⇩ 11：32 ↑ 11：20 ⇩ 15：15 ↑ 15：00 ⇩ 16：28 ↑ 17：20

ひだすき作業所前 ⇩ 7：22 ↑ 8：10 ⇩ 11：34 ↑ 11：18 ⇩ 15：17 ↑ 14：58 ⇩ 16：30 ↑ 17：18

勤労者センター前 ⇩ 7：23 ↑ 8：09 ⇩ 11：35 ↑ 11：17 ⇩ 15：18 ↑ 14：57 ⇩ 16：31 ↑ 17：17

備前警察署前 ⇩ 7：25 ↑ 8：07 ⇩ 11：37 ↑ 11：15 ⇩ 15：20 ↑ 14：55 ⇩ 16：33 ↑ 17：15

武田整形前 ⇩ 7：26 ↑ 8：06 ⇩ 11：38 ↑ 11：14 ⇩ 15：21 ↑ 14：54 ⇩ 16：34 ↑ 17：14

下り松 ⇩ 7：27 ↑ 8：05 ⇩ 11：39 ↑ 11：13 ⇩ 15：22 ↑ 14：53 ⇩ 16：35 ↑ 17：13

伊部越 ⇩ 7：28 ↑ 8：04 ⇩ 11：40 ↑ 11：12 ⇩ 15：23 ↑ 14：52 ⇩ 16：36 ↑ 17：12

丸　山 ⇩ 7：30 ↑ 8：02 ⇩ 11：42 ↑ 11：10 ⇩ 15：25 ↑ 14：50 ⇩ 16：38 ↑ 17：10

清　水 ⇩ 7：31 ↑ 8：01 ⇩ 11：43 ↑ 11：09 ⇩ 15：26 ↑ 14：49 ⇩ 16：39 ↑ 17：09

中　山 ⇩ 7：33 ↑ 7：59 ⇩ 11：45 ↑ 11：07 ⇩ 15：28 ↑ 14：47 ⇩ 16：41 ↑ 17：07

原　橋 ⇩ 7：34 ↑ 7：58 ⇩ 11：46 ↑ 11：06 ⇩ 15：29 ↑ 14：46 ⇩ 16：42 ↑ 17：06

稲　坪 ⇩ 7：35 ↑ 7：57 ⇩ 11：47 ↑ 11：05 ⇩ 15：30 ↑ 14：45 ⇩ 16：43 ↑ 17：05

入　田 ⇩ 7：36 ↑ 7：56 ⇩ 11：48 ↑ 11：04 ⇩ 15：31 ↑ 14：44 ⇩ 16：44 ↑ 17：04

天満屋ハピーズ和気店 ⇩ 7：37 ↑ 7：55 ⇩ 11：49 ↑ 11：03 ⇩ 15：32 ↑ 14：43 ⇩ 16：45 ↑ 17：03

和気駅 ⇩ 7：40 ↑ 7：52 ⇩ 11：52 ↑ 11：00 ⇩ 15：35 ↑ 14：40 ⇩ 16：48 ↑ 17：00

※1便、4便は備前市が運行、２便、3便は和気町が運行
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　　 平成３1年度　狂犬病予防注射
・毎年、飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせましょう。

・注射を終えたら必ず注射済票の交付を受け、犬に付けましょう。

・犬の体調が悪い場合は獣医師に相談しましょう。

【手数料等】

・注射料金等　3,050円（狂犬病予防注射代 2,500円、注射済票交付手数料550円）

・登録手数料　3,000円（既に登録済の犬は不要）

※狂犬病予防注射を受ける際は、事前送付のハガキを必ず持参ください

飼い主として

・近所迷惑や事故の原因となる放し飼いは止めましょう。

・散歩時の犬の糞は、責任を持って持ち帰りましょう。

・糞や尿で、道路や公園・他人の土地を汚さないようにしましょう。

各種届出をお忘れなく！
・犬を取得したとき　・飼い犬が亡くなったとき　・飼い主が変わったとき　・犬の所在地が変わったとき

時　間 場　所

 9：00～ 9：05

吉永

南方会館
 9：10～ 9：25 吉永総合支所
 9：30～ 9：40 岩崎集会所（ゆずりは前）
 9：45～ 9：50 つづらコミュニティハウス
 9：55～10：00 板屋公会堂
10：05～10：15 神根生活改善センター
10：20～10：30 高田コミュニティハウス
10：40～10：50 三国出張所
11：05～11：10 牛中集会所
11：25～11：35 下畑コミュニティハウス
11：45～11：50 八塔寺バス停東側駐車場
13：15～13：25 福満コミュニティハウス
13：35～13：40 金谷集会所
13：45～13：55

三石

野谷畑自治公民館
14：10～14：20 旧三石商工会（三石郵便局前）
14：25～14：40 三石出張所
14：45～14：50 福石自治公民館

時　間 場　所

 8：45～ 8：55

備前

市民センター駐車場
【中川時計店前駐車場】

 9：05～ 9：20 伊里公民館
 9：25～ 9：35 麻宇那自治公民館
 9：40～ 9：55 蕃山自治公民館
10：05～10：15 伊里中自治公民館
10：20～10：30 閑谷自治公民館
10：50～11：00 ひだすき作業所
11：05～11：15 浦南自治公民館
11：20～11：30 伊部公民館
11：35～11：55 リフレセンターびぜん
12：00～12：05 池灘自治公民館
13：10～13：20 香登公民館
13：25～13：35 福田市営住宅集会所
13：40～13：50 西鶴山公民館
13：55～14：05 新庄自治公民館
14：20～14：30 佐山自治公民館
14：35～14：50 鶴海自治公民館
14：55～15：00 久々井自治公民館

時　間 場　所
 8：45～ 8：50

備前
明石消防器庫

 8：55～ 9：05 穂浪コミュニティハウス
 9：10～ 9：15 木生自治公民館
 9：20～ 9：25

日生

三軒家会館
 9：35～ 9：45 寒河東倶楽部
 9：50～10：05 寒河コミュニティセンター
10：10～10：20 日生運動公園体育館
10：25～10：30 梅灘会館
10：40～10：55 頭島定期船乗場
11：10～11：15 中日生会館
11：20～11：30 日生総合支所
12：40～12：50 大多府定期船乗場

時　間 場　所
 9：00～ 9：10

吉永
三国出張所

 9：35～ 9：55 吉永総合支所
10：10～10：30 三石 三石出張所
10：50～11：00

日生
寒河コミュニティセンター

11：10～11：20 日生総合支所
11：30～11：45

備前

伊里公民館

11：55～12：10
市民センター駐車場

【中川時計店前駐車場】
13：20～13：35 リフレセンターびぜん
13：45～13：55 香登公民館
14：00～14：10 西鶴山公民館
14：30～14：35 東鶴山公民館※交通状況等の都合により予定時刻が前後する場合があります。

問保健課健康係（☎64-1820）

4月16日㈫

◆狂犬病予防集合注射日程

4月22日㈪

5月12日㈰

4月18日㈭
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 市立病院からのお知らせ
　診療日について

　市立3病院では、連休中の4月30日㈫および５月
２日㈭は、休日当番医を含め診療を行う予定です。
ただし、休診となる診療科目もありますので、くわ
しくは各病院へあらかじめお問い合わせください。
問備前病院（☎64-3385）、日生病院（☎72-1111）、
　吉永病院（☎84-2120）

【敷地内全面禁煙】
　健康増進法の改正に伴い4月1日から、日生病
院および吉永病院の敷地内を全面禁煙（電子タバ
コを含む）とさせていただきます。
　患者さん、お見舞いなどでご来院の方々には敷
地内での喫煙はご遠慮いただきますよう、あらか
じめご理解とご協力をお願いします。

（備前病院および備前さつき苑は、既に敷地内全
面禁煙となっています。）
問日生病院（☎72-1111）、吉永病院（☎84-2120）
【禁煙外来】
　備前病院では、内科外来にて禁煙外来を行って
います。禁煙を考えている人は、お気軽にお問い
合わせください。
◆禁煙外来診療日　木曜日（午前）上杉医師
問備前病院（☎64-3385）

日帰り人間ドック申し込み受付中！
　広報びぜん1月号でお知らせしましたが、今年度も「人間ドック」「脳ドック」を実施します。
　年に1度は自分の健康をチェックしてみましょう！

一般ドック 脳ドック

共通検査項目
診察、血圧測定、血液生化学検査（脂質・肝機能・代謝系）、血液一般、炎症反応、便潜血、

尿一般、腎機能、心電図、胸部Ｘ線、腹部超音波

特定検査項目
胃部Ｘ線または胃カメラ

（胃部組織検査は実施しません）
頭部ＭＲＩ検査

選択検査項目 肝炎ウィルス検査、ピロリ菌検査（胃）、眼底検査、肺機能検査

実施医療機関
大ヶ池診療所、木村内科、木村医院、草加病院、

備前病院、日生病院、吉永病院、北川病院、平病院
草加病院、備前病院、吉永病院

◆対…象…者　国民健康保険の被保険者で、昭和20年4月２日～昭和60年4月1日生まれの人
　　　　　　（※国民健康保険税を滞納している世帯は除きます）
◆定  員　350人
◆申込受付　募集定員になり次第締切
　　　　　　２月より受付を行っています。定員に達している場合もありますので、ご了承ください。
◆自己負担　共通・特定検査項目：一般ドック　6,400円、脳ドック　7,400円
　　　　　　選 択 検 査 項 目：肝炎ウィルス検査　300円、ピロリ菌検査　200円
　　　　　　　　　　　　　　　　眼底検査　200円、肺機能検査　700円
◆実施期間　2019年4月～2020年２月（受診日は後日、受診医療機関と調整していただきます）
◆申込方法　保健課保険医療係、各総合支所、三石出張所窓口で、保険証を持参の上、希望のコースおよ

び選択検査項目を申し込んでください。
※人間ドック受診を特定健診受診とみなします。
※共通・特定検査項目の一部だけを受診することはできません。
※医療機関により受け入れ人数の定員・実施期間が異なることがありますので、ご了承ください。
※受診当日、国民健康保険の被保険者でなくなった場合は受診できません。
問保健課保険医療係（☎64-1819）

産前産後期間の　
国民年金保険料の
免除制度がはじまります！
　平成31年4月から、国民年金第1号被保険者で

出産日が平成31年２月1日以降の人は国民年金保

険料が免除される制度がはじまります。

　産前産後期間として認められた期間は保険料を

納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映

されます。免除される期間は出産予定日または出

産日が属する月の前月から4か月間です（※単胎

の場合）。

　届出書は出産予定日の６か月前から提出すること

ができます。市役所、または岡山東年金事務所で手

続きしてください。手続きの際は、下記の添付書類

とあわせて、本人確認証と年金手帳（またはマイナ

ンバーが確認できる書類）を持参してください。

【添付書類】
　（出産前に届出する場合）母子手帳など

　（出産後に届出する場合）原則不要

※ただし被保険者と子が別世帯の場合は出産証明書

など出産日および親子関係を明らかにする書類
問岡山東年金事務所（☎086-270-7925）【音声案

内２番】、市民課（☎64-1818）、日生総合支所（☎

72-1102）、吉永総合支所（☎84-2512）

35歳から74歳まで
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お知らせ　  information

　

保
健
・
医
療

健
康
教
室

時

４
月
10
日
㈬　

14
時
～
15
時

所

伊
部
運
動
公
園

　

※
雨
天
の
場
合　

備
前
病
院
附

属
棟
２
階
研
修
会
議
室

内

「L
e
t︐ s 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ポ
ー
ル
を
お

持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

講

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

定

20
人

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切

料

１
０
０
円

申
込
期
間

４
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

（
8
時
30
分
～
17
時
）

問

備
前
病
院
（
☎
 
３
３
８
５
）

　
　

介　
　

護　

介
護
者
の
会

「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き

 

る
た
め
に
～
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の

 

任
意
事
業
の
紹
介
～
」

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢

者
2
人
暮
ら
し
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護
保
険
認
定

を
受
け
る
前
か
ら
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

講
話
後
は
参
加
者
同
士
の
情
報

交
換
も
行
い
ま
す
。

時

４
月
11
日
㈭

　

10
時
～
11
時
30
分

所

伊
部
公
民
館

対

介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
経

験
の
あ
る
人
、
介
護
に
不
安
や

疑
問
の
あ
る
人

申

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
 
１
８
４
４
）
、
東
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
（
☎
 
１
２
４
０
）
、

北
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
☎
 
９
１…

１
４
）

「
家
族
介
護
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

在
宅
高
齢
者
の
介
護
者
に
、
介

護
用
品
と
引
換
え
が
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

対

要
介
護
「
３
」「
４
」「
５
」
の

認
定
を
受
け
た
在
宅
高
齢
者
の

介
護
者
で
、
在
宅
高
齢
者
お
よ

び
介
護
者
と
も
に
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
人

申

問

４
月
８
日
㈪
～
15
日
㈫
ま

で
に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ま
た
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
 
１
８
４
４
）
へ

　
　

子

育

て　

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
31
年
4
月
以
降
、
全
国
消

費
者
物
価
指
数
に
基
づ
き
、
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額
が
以
下
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

支
給
月
額

〈
全
部
支
給
〉

４
２
︐５
０
０
円
⇒
４
２
，９
１
０
円

〈
一
部
支
給
〉

４
２
︐４
９
０
円
～
１
０
︐０
３
０
円

⇒
４
２
，９
０
０
円
～
１
０
，１
２
０
円

〈
2
子
加
算
〉

５
︐０
２
０
円
～
１
０
︐０
３
０
円

⇒
５
，０
７
０
円
～
１
０
，１
３
０
円

〈
3
子
以
降
加
算
〉

３
︐０
１
０
円
～
６
︐０
１
０
円

⇒
３
，
０
４
０
円
～
６
，
０
７
０
円

　

４
月
以
降
に
、
金
額
変
更
後
の

証
書
を
送
付
し
ま
す
。

問

子
育
て
支
援
課
（
☎
 
１
８
５…

３
）

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施

施
設
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

伊
部
保
育
園
内
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
病
児
・
病
後
児
保
育
は
平

成
31
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
吉

永
病
院
内
で
の
実
施
に
む
け
て
準

備
中
で
す
。
開
始
時
期
に
つ
き
ま

し
て
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問

子
育
て
支
援
課
（
☎
 
１
８
５…

３
）

　
　

ス
ポ
ー
ツ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
な
ど
の

際
の
傷
害
事
故
や
、
第
三
者
に
与

え
た
損
害
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
会
や
文
化
サ
ー
ク
ル
な

ど
４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ

ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

※
申
込
書
は
社
会
教
育
課
（
☎
 

３
８
１
３
）
、
社
会
体
育
施
設
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
域
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

問

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
岡
山
県
支

部
（
☎
０
８
６
・
２
０
１
・
３
８…

１
１
）

海
洋
ク
ラ
ブ
員
募
集
！

時

５
月
11
日
㈯
の
艇
庫
開
き
以

降
、
８
月
ま
で
の
毎
週
土
・
日

曜
日　

13
時
30
分
～

所

吉
永
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇

庫
（
南
方
大
池
）

対

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
、

大
人
も
歓
迎

活
動
内
容

カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト
、 

水

上
の
知
識
学
習
な
ど

会
費

（
年
会
費・

保
険
料
含
）
中 

学
生
以
下
１
人 

１
︐５
０
０
円 

高
校
生
以
上
１
人 

２
︐
５
０
０

円
申

問

随
時
。 

申
込
用
紙
に
、
会

費
を
添
え
て
、
吉
永
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
（
☎

 
３
７
７
６
）
、
社
会
教
育
課…

（
☎
 
３
８
１
３
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
新
入
団
員

募
集
‼

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
現
在

７
種
目
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
剣
道
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

少
林
寺
拳
法
）
の
19
団
体
、
約

２
２
０
人
の
小
・
中
学
生
団
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
外
活
動
や
奉
仕
活

動
、
交
歓
大
会
な
ど
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

入入館料  会会費  持持参品  
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さ
あ
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
！

問

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
社
会
教
育
課
☎
 
３
８
１
３
）

　
　

案　
　

内　

病
院
事
業　

職
員
募
集

平
成
31
年
7
月
1
日
採
用

【
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
】

採
用
予
定
人
員

４
人
程
度

・
昭
和
39
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
3
病
院
ま
た
は
介
護
老
人

保
健
施
設
の
い
ず
れ
か

【
薬
剤
師
】

採
用
予
定
人
員

１
人

・
昭
和
44
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
3
病
院
の
い
ず
れ
か

【
理
学
療
法
士
】

採
用
予
定
人
員

１
人

・
平
成
1
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
3
病
院
の
い
ず
れ
か

【
臨
床
検
査
技
師
】

採
用
予
定
人
員

１
人

・
平
成
1
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
3
病
院
の
い
ず
れ
か

※
い
ず
れ
の
職
種
も
資
格
免
許
を

有
す
る
人

試
験
期
日

①
５
月
6
日
㈪
作
文
・
適
性
検
査

等
②
５
月
16
日
㈭
口
述
試
験（
面
接
）

申
込
期
限

4
月
25
日
㈭

　

※
必
着

提
出
書
類

・
受
験
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は

各
病
院
で
交
付
）

・
資
格
免
許
証
の
写
し
な
ど

申

問

病
院
事
業
職
員
採
用
担
当

　

（
吉
永
病
院
事
務
部
庶
務
係
）

　

(

☎
 
２
１
２
０

　

　

〒
７
０
９

−

０
２
２
４　

　

　

吉
永
町
吉
永
中5

6
3
-4
)

※
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医
師
、
看
護
学
生
等

修
学
資
金

　

備
前
市
で
は
、
医
師
確
保
、
看

護
学
生
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
に

よ
り
、
平
成
31
年
度
貸
与
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
者

医
師
、
看
護
師
を
目
指
す

学
生
（
医
師
の
場
合
は
研
修
医

も
可
）
で
、
卒
業
後
に
備
前
病

院
、
日
生
病
院
、
吉
永
病
院
、

備
前
さ
つ
き
苑
に
勤
務
す
る
意

思
の
あ
る
人
（
住
所
地
は
問
い

ま
せ
ん
）

貸
与
額

【
医
師
確
保
修
学
資
金
】

　

月
額
20
万
円

【
看
護
学
生
等
修
学
資
金
】

　

月
額
５
万
円

※
一
定
の
期
間
を
勤
務
す
れ
ば
、

返
還
を
免
除
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
25
日
㈭

※
募
集
要
項
、
貸
与
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

申

問

備
前
病
院（
☎
 
３
３
８
５
）

　

日
生
病
院
（
☎
 
１
１
１
１)

　

吉
永
病
院
（
☎
 
２
１
２
０)

　

備
前
さ
つ
き
苑（
☎
 
９
３
０
０)

２
０
１
９
年
度

備
前
ま
な
び
塾+

（
プ
ラ
ス
）

土
曜
日
・
長
期
休
業
講
座　

６
月
開
塾　

学
習
支
援
者
募
集
‼

　

市
内
10
か
所
の
公
民
館
を
会
場

に
今
年
度
も
「
備
前
ま
な
び
塾+

土
曜
日
・
長
期
休
業
講
座
」
を
実

施
し
ま
す
。

塾
生
お
よ
び
内
容

【
小
学
生
３
～
６
年
生
】

　

宿
題
な
ど
の
自
主
学
習（
国
語
、

算
数
、
社
会
、
英
語
の
問
題
集
・

参
考
書
も
配
置
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
っ
た
３
～
５
教
科
学
習
ア

プ
リ
、
漢
検
学
習 

な
ど
）

【
中
学
生
１
～
３
年
生
】

　

数
学
・
英
語
・
国
語
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
た
５
教
科
学
習
ア

プ
リ
・
英
検
・
漢
検
学
習 

な
ど
）

所

西
鶴
山
・
香
登
・
伊
部
・
片

上
・
伊
里
・
東
鶴
山
・
三
石
・

日
生
・
吉
永
地
域
公
民
館
、
寒

河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
公
民
館
等
設
置
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
塾
日

【
土
曜
講
座
】　

月
２
～
３
日
程
度

【
長
期
休
業
中
講
座
】

　

夏
・
冬
休
み　

７
日
程
度

※
開
塾
日
・
開
塾
時
間
は
会
場
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

各
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
学
習
支
援
者
募
集
チ
ラ
シ
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
塾
生
募
集
に
つ
い
て
は
、
学
校

か
ら
申
込
書
・
誓
約
書
を
配
布

し
ま
す
。

※
「
土
曜
・
長
期
休
業
講
座
」

と
は
別
に
英
語
体
験
・
科
学
体

験
な
ど
複
数
の
教
室
か
ら
な
る

「
体
験
活
動
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
講
座
の
案
内
は
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
ち
ら

の
講
座
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問

社
会
教
育
課（
☎
 
１
８
４
１
）

職
員
採
用
合
同
説
明
会

 (

参
加
無
料
・
申
込
不
要)

　

備
前
市
、
玉
野
市
、
瀬
戸
内
市
、

赤
磐
市
で
は
、
２
０
２
０
年
４
月

採
用
の
職
員
採
用
合
同
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　

面
接
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
採
用
説
明
会
へ
の
参
加
の
有
無

が
選
考
に
影
響
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

時

４
月
28
日
㈰

　

13
時
15
分
～
16
時
40
分
頃

　
（
受
付
13
時
～
）

所

サ
ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ａ（
岡
山
市
北
区
駅
前
町2-3-31

）
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お知らせ　  information

内

採
用
試
験
の
概
要
や
業
務
内
容

の
説
明
、
若
手
職
員
と
の
対
話

な
ど

問

総
務
課
（
☎
 
１
８
０
８
）

平
成
31
年
度
資
源
ご
み
回
収

推
進
団
体
を
募
集
‼

【
受
付
期
間
】
５
月
₃₁
日
㈮
ま
で

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
会

や
子
供
会
な
ど
が
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
資
源
ご
み
回
収
（
廃
品
回

収
）
活
動
に
対
し
、
回
収
量
に
応

じ
た
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
団
体
は
、
町
内
会

や
子
供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
非
営
利
目
的
で
活
動
し
、

継
続
的
に
資
源
ご
み
の
集
団
回
収

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
団
体

で
、
事
前
に
「
資
源
ご
み
回
収
推

進
団
体
」と
し
て
登
録
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
所
属
す
る
団
体
で
、

資
源
ご
み
回
収
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
登
録
期
間
は
1
年
間
で
、

資
源
ご
み
回
収
量
１
㎏
に
つ
き
5

円
の
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問

環
境
課
（
☎
 
１
８
２
１
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
。

時
【
入
門
編
】
４
月
８
日
㈪
～
９
月

２
日
㈪
（
18
回
）

【
基
礎
編
】
９
月
９
日
㈪
～
３
月

23
日
㈪
（
22
回
）

※
期
間
中
の
祝
日
な
ど
を
除
く
、

毎
週
月
曜
日
19
時
～
21
時

所

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

講

岩
城
富
士
子
先
生
ほ
か

定

約
20
人
（
経
験
者
可
）

申

問

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

（
☎
 
３
６
６
１
）

※
火
曜
・
祝
日
の
翌
日
が
休
館

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
〝
虹
の
広
場
〟

　

母
の
日
に
贈
る

　

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

時

５
月
10
日
㈮

　

10
時
～
11
時
30
分

所

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん

料

１
︐５
０
０
円

定

20
人

持

ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、
新
聞
紙
、

タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
袋

担
当

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
登
録
団
体
：

伊
部
カ
ト
レ
ア
会

申

問

４
月
26
日
㈮
ま
で
に
市
民
協

働
課
（
☎
 
１
８
２
３
）
へ

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
登
録
団
体
に

よ
る
「
文
学
の
講
座
」

を
開
催

時

４
月
12
日
㈮　

10
時
～
12
時

所

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん

料

２
０
０
円

定

20
人

持

筆
記
用
具

担
当

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
登
録
団
体
：

び
ぜ
ん
女
た
ち
の
会

　

6
月
か
ら
12
月
ま
で
偶
数
月
の

第
２
金
曜
に
開
催

申

問

市
民
協
働
課
（
☎
 
１
８
２

３
）
へ

男
女
共
同
参
画
講
座

【
﹃
炎
女
﹄
～
人
の
モ
ノ
サ
シ
で
な

く
、
自
分
の
尺
度
で
大
地
を
踏

み
し
め
る　

そ
れ
が
人
と
し
て

の
自
由
な
究
極
の
姿
～
】

　

講
師
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
、
人

間
と
し
て
の
自
由
を
手
に
入
れ
る

ま
で
を
語
り
ま
す
。

時

４
月
26
日
㈮

　

10
時
30
分
～
12
時

所

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
講
座
室

講

ト
ロ
ッ
ク
祥サ

チ

子コ

（
陶
芸
家
）

料

無
料

定

80
人
（
先
着
順
）

問

４
月
23
日
㈫
ま
で
に
、
市
民
協

働
課
（
☎
 
１
８
２
３
）
へ

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
者
募
集

（
５
～
６
月
開
講
コ
ー
ス
）

　

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
の

人
な
ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間

教
育
訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就

職
」
を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業

訓
練
で
す
。

　

今
回
、
５
～
６
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
、
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
科

基
礎
コ
ー
ス
・
実
践
コ
ー

ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事
務
、

事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
～

６
か
月
）
な
ど
は
各
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

受
講
料

原
則
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産

な
ど
）
を
満
た
す
人
に
対
し
て

は
、「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

︹
月
10
万
円
＋
交
通
費
（
所
定

の
額
）︺」
が
支
給
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気…

備
前
出

張
所
（
☎
 
２
３
４
０
）

北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

﹁
介
護
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
科
﹂

募
集
期
間

４
月
26
日
㈮
～
６
月
18

日
㈫

訓
練
場
所

万
富
公
民
館
（
岡
山
市

東
区
瀬
戸
町
万
富257

）

対

求
職
中
の
人

定

15
人
（
母
子
枠
２
人
含
む
）

受
講
料

無
料(

教
材
費
な
ど
は
別
途

必
要)

訓
練
期
間

７
月
11
日
㈭
～
２
０
２
０

年
１
月
10
日
㈮

申
込
方
法

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
相
談
の
う
え
、
応
募
く
だ

さ
い
。

問

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校
（
☎
０
８
６
８
・
㉖
１
１
２

５…

津
山
市
川
崎953

） 

　
　

そ 

の 

他　

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
の

閲
覧
お
よ
び
縦
覧

【
縦
覧
】
自
己
の
土
地
・
家
屋
と

他
の
人
の
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
を
比
較
し
、
自
己
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
が
公
平
・
適
正
で

あ
る
か
を
確
認
す
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈪
～
５
月
７

日
㈫

8888888
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※
業
務
時
間
内
（
休
日
・
祝
日
を

除
く
）

縦
覧
場
所
お
よ
び
対
象
地
域

　

税
務
課
資
産
税
係
（
☎
 
１
８

１
６
）
・
・
・
市
内
全
域

　

日
生

管
理
課
（
☎
 
１
１
０
２
）

・
・
・
日
生
地
域

　

吉
永

管
理
課
（
☎
 
２
５
１
２
）

・
・
・
吉
永
地
域

【
閲
覧
】
自
己
の
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
を
確
認
す
る
制
度
で
す
。

閲
覧
期
間

４
月
１
日
㈪
～
２
０
２
０

年
３
月
31
日
㈫

※
業
務
時
間
内
（
休
日
・
祝
日
を

除
く
）

閲
覧
場
所

　

税
務
課
資
産
税
係
（
☎
 
１
８

１
６
）

　

日
生

管
理
課
（
☎
 
１
１
０
２
）

　

吉
永

管
理
課
（
☎
 
２
５
１
２
）

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人

【
縦
覧
】
納
税
者
本
人
（
代
理
権

を
授
与
さ
れ
た
代
理
人
を
含
む
）

【
閲
覧
】

・
納
税
者
本
人
（
代
理
権
を
授
与

さ
れ
た
代
理
人
を
含
む
）

・
借
地
、
借
家
人
な
ど
の
土
地
ま

た
は
家
屋
の
使
用
、
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
人

・
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利

を
有
す
る
一
定
の
人

※
縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
必
要
な
書

類
な
ど
は
、
各
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
☎
 
１
８
１
６
）

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら

　

健
康
保
険
料
率
お
よ
び
介
護

　

保
険
料
率
の
引
き
上
げ

　

健
康
保
険
料
率
１
０
．
２
２
％
、

　

介
護
保
険
料
率
１
．
７
３
％

　

と
な
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
は
平
成
31

年
４
月
分
保
険
料
か
ら
変
更

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で

す
。

問

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
（
☎

０
８
６
・
８
０
３
・
５
７
８
０
）

清
掃
、草
刈
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
募
集

　
「
市
道
、
市
管
理
河
川
等
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
へ
の
参
加

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
が

管
理
す
る
道
路
・
河
川
な
ど
の
清

掃
美
化
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
対

し
て
、
清
掃
資
材
な
ど
の
購
入
費

用
と
し
て
上
限
３
万
円
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
加
入
費
用
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
１
日
㈪
～
23
日
㈫

問

建
設
課
（
☎
 
１
８
３
３
）

「
お
か
や
ま
ア
ダ
プ
ト
」

推
進
事
業
団
体
募
集

　

県
で
は
、「
お
か
や
ま
ア
ダ
プ

ト
」
推
進
事
業
の
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
認
定
を
受
け
れ
ば
、

県
が
管
理
す
る
道
路
・
河
川
の
清

掃
美
化
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う

と
い
う
団
体
に
対
し
て
活
動
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
23
日
㈫
ま
で

問

備
前
県
民
局
東
備
地
域
管
理
課

（
☎
�
５
１
７
０
）
、
建
設
課

（
☎
 
１
８
３
３
）

下
水
道
の
お
知
ら
せ

【
下
水
道
へ
の
接
続
】

　

下
水
道
工
事
が
完
成
し
、
下
水

道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区

内
（
供
用
開
始
区
域
）
は
、
台
所

や
お
風
呂
な
ど
の
排
水
設
備
（
水

洗
化
）
工
事
を
す
み
や
か
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
市
が
指
定
し

た
「
指
定
工
事
店
」
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

供
用
開
始
区
域
、
指
定
工
事
店

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

下
水
道
課
へ
の
届
出

・
下
水
道
の
使
用
を
開
始
、
中
止

す
る
と
き

・
地
下
水
の
使
用
に
変
更
が
あ
る

と
き

・
地
下
水
を
使
用
し
て
い
る
人
で

使
用
人
数
が
変
わ
っ
た
と
き

【
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

制
度
】

　

下
水
道
の
計
画
区
域
で
は
な
い

地
区
に
お
い
て
、
新
し
く
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。
必
ず
設
置
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
限
度
額

・
５
人
槽　

53
万
２
千
円

・
７
人
槽　

71
万
４
千
円

・
10
人
槽　

１
０
４
万
８
千
円

【
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
及
び
利
子
補
給
制
度
】

　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

改
造
す
る
た
め
の
工
事
費
に
対
し

て
、
利
子
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

申

問

下
水
道
課
（
☎
�
９
７
０
１
）

8888888

……問問い合わせ先  申申し込み  時とき  所場所  内内容  対対象  定定員  講講師  料費用  休休館日

今月のイベント

備前市エコハウス（畠田20-1）

４月₂₀日㈯　10：00～13：00 ※要申込
◆住宅よろず相談会

　（一級建築士が住宅のことについて

　  無料でご相談に乗ります）

◆木工教室（木でつくる一輪挿し）

◆ダンボールコンポスト講習会

　随時受付中です。

888888888 市営住宅等　入居者募集

◆募集期間　4月8日㈪～16日㈫

【市営住宅】土師神根、スワ

【特定公共賃貸住宅】スワ・吉永中

申 問都市住宅課（☎₆4︲1851⎠

　　  日生 管理課（☎72︲1104）

　　  吉永  管理課（☎84︲2513）

◆開館時間
　10：00～15：00
◆休館日
　月曜、祝日の翌日、
　年末年始
申 問

　備前市エコハウス
　推進地域協議会
　（☎₆₆︲7774）
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乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

　　　　 内　容 対 象 と　き（受付） と こ ろ

４か月児健診 平成30年11月生 3日㈬　13：00〜13：30

総合保健施設

【吉永】

1歳6か月児健診 平成29年10月生 10日㈬　13：00〜13：30

2歳 6 か月児歯科健診 平成28年10月生 11日㈭　13：00〜13：15

3歳6か月児健診 平成27年10月生 17日㈬　13：00〜13：30

かみかみ離乳食と歯の教室 平成30年6月生 2日㈫　9：40〜10：00

吉永育児相談 乳幼児 5日㈮　9：30〜11：30 総合保健施設【吉永】

4月

献血にご協力下さい備前市健康づくり3か条

•今より10分多く歩く

•野菜から先に食べる

•体重を毎日はかる
　  【第2次健康びぜん21】

健康健康情
報
情
報

 予防接種のお知らせ　　

問保健課

高齢者肺炎球菌

　肺炎は、日本人の死亡原因の第3位となってお

り、特に高齢者の肺炎での死亡率は高くなってい

ます。

　肺炎予防のためにできることのひとつに、予防

接種があります。肺炎球菌ワクチンは、肺炎球菌

による肺炎を予防し、重症化を防ぐものです。

※ただし、すべての肺炎を予防できるわけではあ

りません。

◆定期接種対象者

　 ①右の表の年齢の人のうち、今までに市の助成

を使って高齢者肺炎球菌の予防接種を受けたこ

とがない人。今年度のみ、定期予防接種（助成

のある予防接種）として接種することができます。

※今年度対象となる人には、4月上旬に案内文を

送付します。

65歳 昭和29年4月２日～昭和30年4月1日生

70歳 昭和24年4月２日～昭和25年4月1日生

75歳 昭和19年4月２日～昭和20年4月1日生

80歳 昭和14年4月２日～昭和15年4月1日生

85歳 昭和9年4月２日～昭和10年4月1日生

90歳 昭和4年4月２日～昭和５年4月1日生

95歳 大正13年4月２日～大正14年4月1日生

100歳 大正8年4月２日～大正9年4月1日生

101歳以上 大正8年4月1日生以前　　　　　

②満60歳以上65歳未満の人で心臓、腎臓もしくは

呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の障害を有する人（身体障害者手帳1級相当）

◆持参物　 健康保険証、案内文、予診票、

　　　　　接種料金　（自己負担額2,500円）

問保健課（☎64-1820）

と  き と こ ろ

4月12日㈮
9：30～12：30 リフレセンター

びぜん13：30～16：00

受付は400mlのみとなります。

皆さんの善意のご協力をよろしくお願いします。

MR（風しん・麻しん）

　麻しん（はしか）は伝染力が強く肺炎や脳炎な

どの合併症で重い後遺症を残すことや、命を奪う

こともある病気です。

　風しんは、軽い風邪の症状から始まり、発熱、

発疹、首のリンパ節が腫れる症状が出ます。発疹

も熱も２～3日で治ることから『三日はしか』と

も呼ばれています。妊婦が妊娠初期にかかると、

先天性風疹症候群をもつ赤ちゃんが生まれる可能

性があるので、妊娠前に免疫をつけておく必要が

あります。

　また、進学や就職の際に接種歴を確認される場

合もありますので、早目に予防接種を受けましょ

う。接種期間を過ぎると有料になります。

◆今年度の定期接種対象者

　1期：1歳の誕生日～２歳の誕生日の前日まで

　２期：小学校就学前1年間

　　　（平成25年4月２日～平成26年4月1日生）

◆持参物　 健康保険証、母子健康手帳、予診票
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市内スポーツ施設ご案内

■体育施設利用（管理者：（一財）備前市施設管理公社）

■総合運動公園使用予約（５月分）

体育施設 問い合わせ先

総合運動公園

☎₆3︲3₈11伊部運動公園

三石運動公園

シーサイドプールびぜん ☎₆3︲3₈1₂

日生運動公園 ☎7₂︲₂₂₂₆

シーサイドプールひなせ ☎7₂︲1741

吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎₈4︲377₆

◆利用時間　₉：₀₀～₂₁：₀₀

　（シーサイドプールびぜんは ₁₀：₀₀～₂₀：₃₀⎠

　（シーサイドプールひなせは ₁₁：₃₀～₂₀：₃₀⎠

◆休園(館) ₂₉日を除く毎週月曜日、₃₀日㈫

４月₁₀日㈬ ₁₈：₀₀～  窓口、電話（☎₆₃︲₃₈₁₁）で予約可。

４ 月の相談 無料

法律相談

心配ごと相談

行政相談

子育てに関する相談

▼　と　き ▼　相談会場・電話

※祝日の相談はありません。
 相談日程は変更になる場合
 があります。

※市民センターで開催される相談は会場が変更になる場合がありますので、事前にご確認ください。

※ 有料 法律相談  東備法律相談センター　毎週水曜日 13：00～16：10（和気町総合福祉センター 要予約・☎086-234-5888）

 東備法律相談センターの無料利用券がありますのでご利用ください。ただし、数に限りがあります。（問☎64-1800）

弁護士による法律相談
（離婚、相続、消費者被害など）

9日㈫・23日㈫
　　　　13：00～16：00

社会福祉協議会（備前）問☎64-3033
要予約　１週間前から

司法書士による相談 
（サラ金、 登記など）

16日㈫　13：00～ 社会福祉協議会（備前）問☎64-3033
要予約　１週間前から当日10時まで

公証相談 
（遺言、 金銭貸借 契約、 離婚など）

23日㈫　13：00～15：00 市民センター4階　講習室　問☎64-1800
要予約　１週間前から前日午前中まで

心配ごと相談
15日㈪　10：00～12：00 吉永地域公民館　　　　問社協  ☎84-3839

23日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問社協  ☎72-2510

なやみごとなんでも相談室
　　　‒ 人権擁護委員による ‒

23日㈫　13：00～15：00 市民センター4階　講習室　問☎64-1800 

23日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104

一般相談 毎週㈭　13：00～15：00 社会福祉協議会（備前）問☎64-3033 電話相談可

備前会場 23日㈫　13：00～15：00 市民センター4階　講習室　問☎64-1800

日生会場 23日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104

吉永会場 15日㈪　10：00～12：00 吉永地域公民館　　　　問☎84-2511

すこやか相談（妊娠・出産・子育て） 市役所勤務日と同一 子育て支援課　　　　　問☎64-1853

育児相談 月～金曜日　8：30～17：00 子育て支援センター　　問☎67-1115 面接要予約

児童相談 毎週㈪㈬㈮　8：30～17：00 子育て支援課　　　　　問☎64-1853 要予約

青少年育成相談 月～金曜日　8：30～17：00 青少年育成センター　　問☎64-4158

子育てなんでも相談 月～金曜日　8：30～17：15 社会福祉協議会（備前）　問☎64-3033 要予約

住宅相談（県建設労働組合和気支部） 23日㈫　13：00～15：00 市民センター4階　講習室　　問☎64-1800

ＤＶ相談 市役所勤務日と同一 市民協働課　　　　　　問☎64-1823

消費生活相談 市役所勤務日と同一 危機管理課　　　　　　問☎64-1876
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えがおルームで遊ぼう５日㈮

手遊び・ふれあい遊び　₁₂日㈮

こいのぼりを作ろう　※材料費：15₀円₂₆日㈮

親子でリトミック（０歳から）　
※1₂日㈮までに要予約　先着15組 資料代3₀₀円

₁₉日㈮

【作り方】

①たけのこは水で洗い、根元のかたい部分は切

り落とし、穂先は斜めに切り落とす。皮に縦

１本まっすぐ切り込みを入れる。鍋にたけの

こを入れ、かぶるくらいの水、米ぬかを入れ

て強火にかける。沸騰したら弱火～中火にし

て約₄₀分、根元のかたい部分に竹串がスッと

通るまで茹でる。ゆで汁につけたまま充分に

冷まし、冷水にとって皮をむき、きれいに洗

う。

②①を１㎝角に切り、Ａで煮る。粗熱を取り、

冷ましておく。

③イカも１㎝角に切り、沸騰したお湯で茹で

る。ザルに上げ、冷ましておく。

④木の芽は軸を取り、細かく刻みすり鉢です

る。Ｂを加えて木の芽味噌を作る。（すり鉢

が無い場合は包丁で細かく刻む）

⑤②と③を④で和える。器に盛り、木の芽を飾る。

たけのこの木の芽和え
〈1人分エネルギー 34Kcal、塩分0．7ｇ〉

親と子のつどいのひろば
４月 就学前の親子がいつでも利用できます。くわしい

イベント日程は備前市 HPをご覧ください。

☎070・5425・8461 月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（市社会福祉協議会日生支所裏）

☎080・5758・3375　月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（閑谷・石門茶屋跡）

☎93・4503 火～土曜日
₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（久々井のお山）

☎67-1115（伊里認定こども園内）
◆施設開放日 月・火・木・金曜日…10：00～15：00
       水曜日 12：00～17：00
◆出前保育（毎週水曜日）
◆育児相談（4月の相談参照）

◆今月の行事（10：00～11：00）

☎64-0087　月～土曜日（月・土隔週）

₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（伊部小学校裏）

わくわくるーむ

うみっこ丸

しずちゃん家（ち）

備前プレーパーク！森の冒険ひみつ基地

子育て支援センター

広告広告

～ 地場産物を使った料理や郷土料理の
作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

伝えていきたい備前の味伝えていきたい備前の味
～ 地場産物を使った料理や郷土料理の

作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

【材料】4人分

たけのこ…120ｇ

  水…適宜

  米ぬか…適宜

  砂糖   小さじ1/2

Ａ しょう油 小さじ1/2

  塩    少々

イカ…40ｇ、木の芽…2ｇ

  味噌  大さじ1/2

Ｂ
 砂糖  小さじ1

  みりん 小さじ1

  塩   少々

木の芽（飾り用）1枚
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広告

4月図書館だより
◆開館時間　9：30〜18：00
◆休館日　毎週月曜日と2₆日㈮、30日㈫

本館 市立図書館（市民センター内 ☎₆4︲1134）
日生 日生分館 （日生市民会館内 ☎7₂︲1₀₈5） 
吉永 吉永分館 （吉永地域公民館内 ☎₈4︲₂₆₀5）

乳乳児　幼幼児
小小学生

よみきかせ会よみきかせ会
よみきかせ会 対象 と  き

本
館

おはなしの森 乳 幼 ₁₆日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

おはなし広場 幼 小 ₁₃日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

日
生

おはなしみかん 乳 幼 ４日㈭ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

海辺のおはなし会 幼 小 ₁₃日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

吉
永

もこもこ 乳 幼 ９日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

よみきかせ会 幼 小 ₂₇日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

と  き と こ ろ

19日㈮
₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ いんべ通園センター

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 香登公民館

₁₄：₃₀～₁₅：₁₅ 伊部公民館

23日㈫
₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 日生町漁協頭島支所前

₁₄：₀₀～₁₄：₃₀ 日生東公民館

₁₅：₀₀～₁₅：₃₀ 旧日生病院跡

24日㈬
₁₀：₃₀～₁₁：₀₀ 神根公民館

₁₁：₃₀～₁₂：₀₀ 三国公民館

₁₄：₃₀～₁₅：₀₀ 三石出張所

25日㈭

₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 穂浪コミュニティハウス

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 東鶴山公民館

₁₄：₁₅～₁₄：₄₅ 鶴海自治公民館

₁₅：₁₅～₁₅：₄₅ 西鶴山公民館

 

自
動
車
文
庫
巡
回
日
程　

図書館からのお知らせ

本の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本館 『おつきさまのおさんぽ』　

　　　カワチ レン著　学研プラス

　おつきさまが地上に降りてきて街をおさんぽ。おつ

きさまが通るたび、街のあかりが増えていく。車庫で

寝ていた電車たちは起きて走り出し、古い遊園地は元

気に動き出す…。寝る前の読み聞かせにぴったりのお

話。

日生 『昭和懐かし自販機巡 』　

　　　魚谷　祐介著　辰巳出版

　うどん、そば、ラーメン、ハンバーガー、トースト

サンド・・・。昭和の面影をそのまま宿す、無人のコ

インスナック。全国各地に今も残る、5₀のレトロ系

フード自販機を写真とともに紹介。調理方法や内部の

仕組みなども解説。

吉永 『ミッテランの帽子』　

　　　アントワーヌ・ローラン著　新潮社
　1₉₈₀年代、パリ。ブラッスリーに置き忘れられた

ミッテラン大統領の黒いフェルト帽。大統領が失くし

たその帽子は、手にした人たちの運命を変えてゆく不

思議な力を持っていた…。

　『なまけものくんのおうち』　

　  ひだのかな代脚本・絵　童心社　（紙芝居）
　なまけものくんのおうちは木。一日中、おうちで枝

にぶら下がって眠っています。

夜になると、なまけものくんが

目を覚ましました。おなかがす

いたので、ごはんを食べること

にしますが…。なまけものくん

のごはん、どんなごはん?

　4月から自動車文庫の伊

部公民館の巡回時間が変更

となります。

（３月まで）15：15～15：45

　 　 ⇒

（4月以降）14：3₀～15：15
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 備前♡日生大橋マラソン

　3月9日㈯、備前♡日生大橋マラソン2019が備前♡日生大橋一

帯で開催され、市内外から約1,000人のランナーが参加しました。

　大会は、日生病院前をスタート・

フィニッシュ地点に、鹿久居島で折

り返す3㎞と頭島で折り返す10㎞の

コースで行われ、参加したランナー

らは海や島などの景色を感じながら、

それぞれのペースで駆け抜けました。

　また、この日ゲストランナーを務

めた元オリンピックマラソン選手の

重友梨佐さんがゴール前でハイタッ

チをして選手を出迎えたり、発着点

となる日生病院前では日生甚九郎太

鼓による演奏で大会を盛り上げました。

４ 月 休日当番医

※市税等については、納期限までに納付され
ないと、延滞金が課せられますのでご注意
のうえ納期限内に納付してください。

※便利な口座振替は、お取引のある金融機
関窓口で手続きください。市では滞納整
理を強化しています。納め忘れにご注意
ください。

問税務課（☎₆₄︲₁₈₁₄）

問水道課（☎₆₆︲₉₇₉₂）

納
税

■「広報びぜん」は自治会などを通じ

てお届けしています。

■その他、市施設などや市内のコンビ

ニエンスストアに設置していますの

でご利用ください。

●この広報誌は再生紙を使用し、環境

にやさしい植物油インキで印刷して

います。

●ユニバーサルデザイン（UD）の考

えに基づいた見やすいデザインの文

字を採用しています。

広告

重友梨佐選手とハイタッチ

※休日当番医（診療時間９時～₁₇時）
※変更になる場合がありますので、
　事前にご確認ください。

7日
㈰

星合医院 香登西 ☎₆₆︲₇₁₀₀

渋藤医院 和気町父井原 ☎₈₈︲₀₀₂₃

₁₄日
㈰

坂本内科小児科医院 香登本 ☎₆₆︲₇₃₅₃

武田整形外科 伊部 ☎₆₄︲₁₂₂₁

₂₁日
㈰

木村内科 伊部 ☎₆₄︲₃₄₉₇

平病院 和気町尺所 ☎₉₃︲₁₁₅₅

₂₈日
㈰

小林内科医院 鶴海 ☎₆₅︲₈₀₀₃

北川病院 和気町和気 ☎₉₃︲₁₁₄₁

₂₉日
㈪

浦上医院 穂浪 ☎₆₇︲₀₃₀₂

こまざわ小児科医院 伊部 ☎₆₃︲₃₀₈₀

₃₀日
㈫

草加病院 西片上 ☎₆₄︲₃₈₁₁

吉永病院 吉永中 ☎₈₄︲₂₁₂₀

水道料金および下水道使用料の納期限

は、 

４月₁₆日㈫です。

固定資産税・都市計画税（全期・1期）

の納期限は、

５月７日㈫です。

水道・下水道料金
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